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予 言者 に従 う14の 原 則

十二使徒定員会会長

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 さん・ こ う して皆 さ
ん の前 に立 つ こ とは， 実 に名 誉 な こ と

です 。皆 さん方 学生 は， 主 よ り選 ばれ た若

き世 代， す な わち主 の再 臨 を 目の 当 た りに

す るか もしれ ない世 代 です 。

教 会 は現 在， 数 にお い て発展 して い るだ

け で な く， 忠実 さにお い て も進 歩 成長 して

い ます。 さ らに 大切 なこ とは， 教 会 の若 い

世代 が一 団 となっ て， これ までの世 代 の 人

人 をは るか に しの ぐ忠 実 さ を示 して い るこ

とです 。神 は 第11時 の 時， す なわ ち 「主の

大 い なるお そ るべ き 日」(教 義 と聖約110：

16)の なめ に皆 さん を天 に と どめ てお かれ

た の です。皆 さん には， 神 の王 国 を勝 利へ

と導 く責 任 だけ で な く， 自分 の身 と霊 とを

救 い， 家族 を救 うため に努 力 し，霊 感 に よ

り打 ち立て られ た合 衆 国憲 法 を遵守 す る と

い う責任 が課 せ られ て い ます。

皆 さんの 前途 に は厳 しい試練 が横 たわ っ

て い ます 。皆 さんが それ を乗 り越 え るこ と

が で きる よ うに ，私 は ひ とつ の大切 な鍵 を

様 々 な面か ら取 り上 げて紹 介 したい と思 い

ます。 も し皆 さん が この鍵 を大切 に扱 うな

らば， 神 の栄光 を授 か り， サ タンの猛威 に

も屈 せ ず に勝 利 を得 る こ とで しょ う。

私 たちが 敬 愛す る予 言者 は， ま もな く85

歳 の誕 生 日を迎 え よ うと して お られ ます 。

教 会の讃 美歌 に は， 「感謝 を神 に捧 げん 予

言者 の導 き」`(讃美歌170番)と 歌 われ てい

ます 。 大切 な鍵 は，予 言者 に従 う とい うこ

とです 。 それ で は これか ら，予 言者 す なわ

ち末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大管 長

に従 う上 で基 本 とな る14の 原 則につ いてお

話 しま し ょう。

ぐ

1.予 言者 は すべ て の事 柄 につ いて主 と語

れ る唯一 の 人 であ る。

教 義 と聖 約 の 第132章7節 の 中 で，主 は

予 言者， す な わ ち大管 長 につ いて次 の よ う

に述 べ てお られ ます。

「この権 能 とこの神権 の鍵 とを授 与 さ る

る者 は こ の世 に於 て一 代唯 一 人の ほか にあ
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るこ とな し。」

さ らに第21章4-6節 で次 の よ うに宣 言

してお られ ます。

「この 故に 汝 ら教 会 員は， 彼が 上 よ り受

くる ままに汝 らに与 うる誠 命 と彼 の 言 と を

皆心 に とめて よ く聞 き， わが 前に 全 く聖 き

道 を履むべ きな り♂

そは彼 の言 は， 汝 ら全 き忍耐 と信 仰 と を

以 て， あたか もわ が ロ よ り聞 くが 如 くに こ

れ を受 け 入 るべ き なれば な り。

これ らの こ とを為 さば， 地 獄の 門 も汝 ら

に打 勝 た ざるべ し。」

2.生 け る予 言者 は， 私 た ちに とって標 準

聖 典 よ り も重要 で あ る。

ウ イル フォー ド ・ウ ッ ドラ フ大 管 長 は，

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス.ミスの時 代 に起 こ っ た

ひ とつ の興味 深 い 出来事 を紹 介 してい ます 。

「カー トラ ン ドの 町 で私が 若 い頃 に 出席

したあ る集会 につ いてお 話 しよ う。 その 集

会 では， 今 日この場 で行 なわれ た よ うに，

生 け る予 言者 と記 録 され た神 の み言 葉に 関

す る説教 が行 なわれ た。 ひ と りの指 導者 が

立 ち上 が り， き ょ うの話 ほ ど広 範 囲に渡 る

もの では なか ったが ， その 主題 につ い て話

を し， 同 じ原 則 を提 示 した。 彼は次 の よ う

に語 った。 『皆 さん の 前 に は，聖書 や モ ル

モ ン経， 教 義 と聖約 に 記 され た神 のみ 言葉

が あ ります 。皆 さんは 神 のみ 言葉 を手 に し

て いるの です 。 これ らの書 物 に記 され て い

る こ とは神 の み言葉 で すか ら， 啓示 を与 え

る人は， これ らの 書物 に従 った啓示 を 与 え

なけ れば な りませ ん。』

その 人の話 が終 わ る と， ジ ョセ ブ兄 弟 は

ブ リガム ・ヤ ング兄 弟の 方 を見 て， こ う言

った。『ブ リガム 兄弟，説教 壇 に立 って， 生

け る予 言 者 と聖典 に記 され た神の み言 葉 に
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ジ ョセ ブ ・ス ミス ブ リガム.・ヤ ング

ついてあなたの意 見 を聞かせ て下 さい。』 ブ

リガ ム兄 弟は 立 ち上 が る と聖典 を手 に取 り，

そ れか ら下 に 置 いた 。次 にモ ル モ ン経 を手

に 取 り， それ も下 に 置 いた。 さらに教 義 と

聖 約 を手 に取 る と， それ も自分の 前 に置 き，

こう言った。『これ らの書 物は 私 た ちに与 え

られ た神 のみ 言葉 です 。 創世 の始 め か らほ

ぼ 今 日に 至 る までの 神の み業 が記 されて い

ます 。 しか し，生 け る予 言者 とこれ らの 書

物 を比較 す るの は，私 に とって全 く意味 の

ない こ とです 。 これ らの 聖典 は， 今 日この

時 代 にお い て予 言者や 聖 な る神権 を有す る

人が語 る言葉 の よ うに， 直接 私 た ちに神 の

・み 言葉 を伝 えて は くれ ないの です。』これが

話 の あ ら ま しだ っ た。話 が終 わる と， ジ ョ

セ ブ兄弟 が会 衆 に 向か って言った。『ブ リガ

ム兄 弟は 皆 さん に主 のみ 言葉 を告 げ ま した。

真理 を語 ったのです。』」(Co卿 ㎎η66R6ρoガ

「大 会報 告」1897年10月 号
，pp.18-19)

3.私 た ちに とっ て生 け る予 言 者 は，過 去

の 予 言者 よ りも大切 で ある。

ア ダム に与 え られた神 の 啓示 は， ノア に

箱舟 の造 り方 を指示 す るもの では あ りませ

ん。 ノアは 自分 自身の 啓示 を必要 としたの

です 。 したが って最 も大切 な予 言者 は， 皆

さんや私 につ いて 言 えば， 現代 の生 け る予

言者 ， す なわ ち主 が私 た ちに関 す るみ こ こ

ろを現 在 あ らわ してお られ る予 言者 で す。

そ して 私 た ちに とって 最 も大切 な読 み 物 は，



ジ ョ ン ・テ イ ラ ー ウ イル フ オ ー ド ・

ウ ッ ドラ フ

毎 月 「聖徒 の 道」 に 掲載 され る生け る予 言

者 の 言葉 です 。 ま た6カ 月ご とに私 た ちに

為 すべ きこ と を教 えて くれ るのは， 「聖 徒の

道」 大会特 集号 の大 会説 教 です 。

現代 の予 言者 に対抗 して過 去 の予 言者 の

肩 を持 と うとす る 人には 注 意 して下 さい。

常 に 生け る予 言者 が 優先 し ます 。

4.予 言 者 は教 会貝 を背 教へ と導 くご とは

ない。

ウイル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ大管 長 は次

の よ うに述べ て い ます。

「イス ラエ ルの 民 に 申 し上 げ る。主 は.私

や大 管長 で あ る他 の 人 々か教 会 を背 教へ 陥

れ るの をお許 しに な らな い。 それ は主 のプ

ログ ラム で はな い し， 神 の み こ ころで はな

い。」(丁勉Dお60%鴬6s(ゾ"ケb猶4Wbo4"

「ウ イル フォー ド
.・ウ ッ ドラ フ 説 教 集 」

pp.212-13)

マ リオ ン ・G・ ロムニ ー 副管 長 は， 自分

自身の経 験 を次 の よ うに語 っ て い ます 。

「私 が 何 年 も昔 に 監 督 を務 め て いた時

の 経 験 を紹 介 しよ う。 私 は ヒー バー ・J・

グラ ン ト大 管長 をワー ド部 に招 い て話 を し

て もらった 。集 会が 終 わ る と， 車 で彼 の家

まで送 って行 った。 …… グラ ン ト大 管長 は

私の そ ばに 立 ち，私 の肩 に 腕 を まわ して こ

う言った。 『マ リオ ン，教 会 の大 管長 にいつ

も 目を向 け て いな さい。 そ して大管 長 が何

かす るよ うに言 っ た ら， それが 間違 いで あ

って も， 実行 しな さい。 そ うす れば， 主か

ら祝福 を受 けるでしょう。』 グ ラン ト大 管長

は瞳 を き ら りと光 らせ て， 言葉 を続 けた。

『で も，心 配 す る必 要 はあ りませ ん。 主 の

代 弁者 が 主 の民 を背 教へ 陥 れ るような こ と

を，主 は 決 して お許 しにな らな いの ですか

ら。』」(Co漉 解η6θRのoガ 「大会報 告」1960

年10月 ，p.78)

5.予 言 者 は いか な る主 題 につ いて語 る時

も， また いか な る行動 を起 こす 時 も，特

別 に この世 的 な訓 練や 教育 を受 け る必要

は な い。

あ る事 柄 につ い て神か ら予 言 者に 与 え ら

れた 天の 知 識 よ り も， この世 の知 識 の方 が

優 れ て い る と感 じる 人が 時 々 い ます 。そ の

よ うな 人は， 予 言者 が この世 の学 問 と矛 盾

す る話 をす る と，心 の 中で， 予 言者 も自分

た ちの よ うに この世 的 な訓練 や 教育 を受 け

る必要 が あ る と思 い なが ら， その話 を受 け

入れ ます 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス には， どれ ほ

どの学 問 が あ った で し ょ うか。 に もかか わ

らず ， 彼は 森羅 万 象に わ たる啓 示 を伝 えた

の です。 これ まで いか な る分野 で あれ，博

士 号 を取 得 した予 言者 は い ませ ん で した。

私 た ちは 多 くの分野 でこの世 の知 識 を修 め

るよ うに勧 め られ て い ます が， これ だけ は

忘 れ ない で下 さ い。 もしこの世 の知 識 と予

言者 の 言葉 が対 立 す る よ うな こ とが あ った

ら， 予 言者 に従 うこ とです 。 そ うす れば 祝

福 を受 け， 皆 さん が正 しいこ とは， 時が 証
　

明 して くれ る で し ょ う.。

6.=予 言者 は私 たち に聖 文 を与 える時 に，

必 ず し も 「主 か くの ご と く言 う」 と宣 言

す る必要 は な い。

この こ とにつ いて論争 す る人 を時 々 見か
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け ます 。彼 らの話 に よれば， 予 言者 は勧 告

を与 えるが， それが 戒め であ る と宣 言 さ れ

ない限 り，守 る義 務 は な い とい うのです 。

しか し， 主 は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスにつ

いて次のよ うに 述べ てお られ ます。 「彼 が上

よ り受 くる ままに汝 らに与 うる誠 命 と彼 の

言 とを皆 心 に とめ そ よ く聞 ……(く)べ きな

り。」(教 義 と聖 約21：4)

また， 予言 者か らの勧 告 を受 け 入れ る こ

とにつ い て， 教i義 と聖 約108：1の 中で次

の ように述べ てお られ ます 。

「主 誠 にか くの如 く汝に告 ぐ
。 わが 僕 ラ

イマ ン よ，汝の 罪赦 された り。そは 汝わ が声

に従 い， 今 朝 この地 まで来 りてわ が命 じた

る 人よ りその助 言 を聞 か ん とすれ ば な り。」

ブ リガム ・ヤ ン グは， 「私 は い ま だ か つ

て聖典 と呼 ば れな い よ うな教 え を説 い たこ

とも， 人の子 らに 宣べ伝 えた こと もない」

(力πγηα1(ゾD乞s60πz3θε「説教 集」13：95)

と語 って い ます 。

7.予 言者 は必 ず しも私 た ちが知 りたい こ

とを告 げ るので はな く，知 る必要 の あ る

こ とを告 げ る。

「汝 は われ われ の聞 くに堪 え ないほ ど残

酷 なこ とを言 った」 と不平 を もらす兄 た ち

に， ニー フ ァイは この よ うに 述べ て い ます 。

「罪の あ る者 は真理 が 胸 の底 まで 刺 しつ ら

ぬ くため に真理 を残 酷 だ と思 うの で ある。」

(1ニ ー フ ァイ16;1，2)

ハ ロル ド ・B・ リー 大管 長 は次 の よ うに

語 ってい ます。

「教 会 幹部 か らの メ ッセー ジ を快 く思 え

な いこ と もあ るか もしれ ない 。あ な たの政

治上 の見解 や社 会 観 と相容 れ ない もの もあ

るだろう。また，あなたの社 会生 活 を多少 な

りとも犠牲 に しな けれ ば な らない よ うな メ
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ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス

ッセー ジか も しれ な い。… …私 た ちの安 全

は， 主 が主 の教 会 を管 理す る よケ召 され た

人に従 うか ど うか にか か って い る。… …私

た ちは 大管 長 に 目 を向 け… … ようでは な い

か 。」(「大 会報告1970-72」pp.148-49)

しか し， 実 際に世 の 人 々 を動 揺 させ るの

は， 生 け る予 言者 です 。 キ ンボー ル大 管長

は次のよ うに述べ てい ます 。 「この教 会 に お

い て さ え， 過去 の予 言 者 の碑 を飾 り， 心 の

中 で生 け る予 言者 に石 を投 げ つけ て い る者

が 多くいる。」(Zη舘7z66如γ「イン ス トラ クタ

ー 」95：257)

なぜ で しょ うか 。 その理 由 は， 生け る予

言者 が私 たち が今知 る必要 の あ るこ と を伝

え るか らです 。そ して， 世 の 人々 は過 去 の

予 言者や 自分 た ちの問 題 に心 を砕 い て くれ

る予 言者 を好 むか らです。 政 治学 の権 威者

と呼 ば れ る人 は，政 治 を安 定 させ て くれ る

予 言者 を求 め， 進 化論 の権 威者 と呼ば れ る

人 は，進 化論 を支持 して くれ る予 言者 を待

ち望 み ます 。 この よ うな例 は い くらで も挙

げ る こ とが で きます。

現 代 の予 言者 の 言葉 が，私 た ちに と って

知 る必要 はあ るが 進ん で 聞 きた い とは 思 え

な い場合 ， そ の言 葉に 対 して どの ように 反

応す るか に よって， 私 た ちの 忠実 さが 試 さ

れ ます 。

マ リオ ン ・G・ ロム ニー 副管 長 は次 の よ

うに述べ てい ます 。

「す で に この世 を去 っ た予 言者 を信 じる



ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト ジ ョージ ・アルバ ー ト・ス ミス

の はや さ しいこ とで あ り， 現 代 の生 きた予

言 者 を信 じるこ とは偉 大 な こ とであ る。例

を とって話 そ う。

グラ ン ト大 管 長 が 生 きて お られ た 頃 の

ある 日，総 大 会が 終 わっ て， 私 は事務 所 に

いた。 その 時 あ る年 配 の 人が私 をた ずね て

きた。 彼 はそ の大 会 で私 を含 め た幹部 の話

に ひ ど くが っか りしてい た。 彼 は外 国か ら

来 た とい うこ とだ け に と どめ てお こ う。 彼

の話 を聞 いた後 ，私 は こう言 った 。『あな た

は なぜ ア メ リカへ 来 たの です か。』

『神 の予 言者か ら来 る よ うに言 われ たか ら

です 。』

『その 予言 者 はどなたですか
。』 私 は続 い て

言 っ た。

『ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフです
。』

『ウ イル フ ォー ド ・ウ.ッドラフは神 の 予言

者 だ った と信 じて い ますか 。』

『は い
。』

『あ なたは 彼の 後継 者 ロ レ ンゾ ・ス ノー大

管長 が 神の 予言 者だ った こ とを信 じて い ま

すか 。』

『はい
， 信 じてい ます 。』

『ジ ョセブ ・F・ ス ミス大 管長 が神 の予 言

者だ った こ とを信 じて い ます か 。』

『は い 。』

そ して大 切 な質 問 を した。 『あなたは ヒー

バー ・J・ グラン トが神 の予 言 者 であ る こ

とを信 じて い ます か 。』

彼 は こ う答 え た。 『彼は老 人に対 して援 助

を与 え る とい う よ うな こ とを 口に しない方

が い い と思 い ます。』

彼 は背 教へ の 道 を歩ん で い る と申 し上 げ

る。 彼は 永遠 の生 命へ の 機会 を取 り上 げ ら

れ よ うと してい る。 現代 の神 の予 言者 に従

っこ との で きな い 人はすべ てそ うで ある。」

(Co吻 ㎎ηoθ1～ゆoγ'「大 会報告 」1953年4

月，p.125)

8.予 言者 は人 の理論 に制 約 され な い。

皆 さん は神 の 啓示 と人の理論 の どち らか

を， す な わ ち予 言者 と教授 の どち らか を選

択 しなけ れば な らな い状 況 に置か れ る時が

ある で し ょう。予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは

次 の よ うに述べ てい ます 。

「神 が要 求 され るこ とは
， いか な る もの

であ って も正 しい。 そ して 中に は， なぜ 正

しいか がず っ と後 に な らなけ れば わか らな

い もの もあ る。」(7初o劾 η83(ゲ 漉θP70助 認

ノ∂S6助S〃 魏h「 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの

教 え」p.256)

盲 人 を治 す ため に地 につ ば きを し， その

っば きで ど うを作 り， そ の どう を盲 人の 目

に塗 って， 濁 っ た池 で洗 い なさ い と告 げた

ら， 眼科 医 は それ が道 理 に適 って い る と思

っで し ょ っか。 しか し， これ は まさに イエ

スが ひ と りの盲 人に対 して取 られ た方法 で

あ り， その 結果 盲 人 は癒 され ました。(ヨ ハ

ネ9：6-7参 照)ま た ら い病 を治す ため

に， あ る 川へ行 って7た び身 を洗 いな さい

と患 者 に告 げ た ら， 理 に適 っ てい る と思 え

る で しょ うか。 しか し， これは まさに予 言

者 エ リシ ャが らい病 を患 って い る人に告 げ

た言葉 であ り， そ の 人は癒 され たの です 。

(列 王下5参 照)

「わが 思 いは
，あ なたが たの 思 い とは 異

な り， わが 道は あ なた が たの道 とは 異 なっ
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て い る と主 は 言 わ れ る 。」(イ ザ ヤ558，

9)

9.予 言者 は物 心両 面 にわ た りいか な る物

事 につ いて も啓示 を受 け る こ とが で きる。

ブ リガム ・ヤ ン グは 次の よ うに 述べ て い
，

る。

「カー トラン ドの指 導者 の 中に は， この

世 的 な事 柄 に 口 をは さん で，予 言 者 ジ ョセ

ブに 強 く反対す る者が い た。 ……

末 日聖徒 の一 般 大会 で私 は この よ うに尋

ね た。『イス ラエ ルの長 老 の皆 さん，… …神

の王 国に お いて霊 的 な事 柄 と物質 的 な事柄

との間に， 私 に も理 解 で きる よ うな境 界線

を引け る人が，皆 さんの中にいるだろ うか。』

だ れひ とり として， で きる者 は い なか った。

この地 上 に住 む いか な る人で あ って も，

予 言者か ら物 質的 また は霊 的 な事 柄 につ い

て指 示 を受 け る際 に， 神 の予 言者 の歩 むべ

き道 を指 摘 した り，予 言者 の義務 や 立 ち入

るべ き範 囲 を提示 した りす る な らば，私 は

その 人に真 向か ら反対 す る。物 質 的お よび

霊 的 な事 柄 は互 い に結 び付 いて 不可 分 で あ

り， これは 永遠 に続 くで あろう。」(ノoπ吻 認

(ゾDガs60雄sお 「説教 集」10：363-64)

10.予 言者 は一般 社 会 の問 題 につ いて 勧告

を与 え るこ とが で きる。

義 しい 人々は， 政 治 の面 で 自分 た ち を導

いて くれ る最高 の 人 を求 め て い ます。 モ ル

モ ン経 の 中のア ル マは， 教 会 と政 府の 頭 で

した。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は ノー ヴー の市長

であ り，ブ リガム ・ヤ ングはユ タの知事 で

した。 イザ ヤ は政 治に 深 くかか わ っ て，政

治上 の問題 に勧 告 を与 えて い ま した。 イザ

ヤの 言葉 につ いて， 主 御 自身 が次 の よ うに

6

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ ジ ョセ ブ ・
フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

述 べ てお られ ます 。 「イ ザ ヤ の 言 葉 は ， ま こ

と に 偉 大 な る価 値 あ り。」(mニ ー フ ァ イ23

：1)

11.宇 言者 に従 う上 で最大 の 障害 を持 つ 入

とは ，教 養 を誇 る人 と富 を誇 る 人で ある。

教養 を誇 る人 は，予 言者 が 自分 と同 じ意

見 を述 べ た時 に だけ霊 感 を受 け て いる と見

な し， それ以 外 の時 は 人間 として個 人的 な

見解 を述べ てい る にす ぎな い と考 える で し

ょう。 また富 を誇 る人 は， 身分 の低 い予 言

者 の勧 告 な ど受 け 入れ る必要 は な い と感 じ

るか も しれ ませ ん。

モ ルモ ン経 に は次 の よ うに記 され て い ま

す 。 「お お悪 魔 の狡 猜 な謀 ごとよ。おお人間

の虚栄 と意志 の 弱 さ と愚か さよ。 人間 は学

問が あ る と 自分 は 賢い と思 って 神 の訓戒 に

耳 をか さず， 自分独 りで解 る と思 って神 の

訓戒 を うち捨 て るか ら， そ の知 恵 は愚 か で

あ って何 の益 に もな らず， かれ らはつ いに

亡 びる ので あ る。

しか し， 人間 が もし も神 の訓 戒 に従 うな

らば，学 問 のあるの も善 いこ とであ る。……

そ して， 門 を叩 く者 には 誰 にで もこれ を

開 きた もうの で あるが， 自分の 学 問が あ る

か ら とて誇 る学 者， 自分の知 恵が あ るか ら

とて誇 る智 者， 自分の 宝が あ る とて誇 る富

者， これ らはみ な主 な る神 が いや しみ た も

う者 た ち であ るか ら， も しも彼 らが その誇

る所 を うち捨 て， 神の 前 に 自分 らを愚 な者
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だ と思 っ て低 くへ り くだ る の で な け れ ば ，

神 は か れ ら に 門 を お 開 け に な ら な い 。」

(IIニ ー フ ァ イ9：28，29，42)

12.予 言者 は俗 世 間 の 人々か ら必 ず しも好

評 を博 す るこ とは ない 。

予 言者 が 真理 を明 らか にす る と， 人々 は

ふ たつ に分 か れ ます 。心 の正 直 な 人は その

言葉 に耳 を傾 け，邪 悪 な 人は 予言 者 を無 視

す るか ，予 言 者に 戦 い を挑ん で きます。 予

言 者が世 の中 の罪 悪 を指摘 す る と，世 の 入

人は 自分 の罪 を悔 い 改め るよ りも，予 言 者

の 口を塞 ぐか， あ るいは予 言 者 な ど存在 し

な いかの よ うに振 る舞お う とします 。 人 気

は決 して真理 の 目安 には な ら ないの です 。

多 くの予 言者 が殺 され， 追放 され て きま し

た。 主の再 臨 が近 づ くにつれ て世 の 人 々は

ます ます 邪悪 に な り， 予 言者 は彼 らか ら受

け 入れ られ な くな るで しょ う。

13.予 言者 とその補 佐 は，教 会 に おけ る最

高 の定 員会 であ る大管 長 会 を構 成 す る。

主 は教 義 と聖約 の中 で大管 長 会 につ い て

「教 会 に於 け る最 高 の評 議 会」(107：80)

と言及 し， 「われ を受 け 入るる者 は， わ が遣

わ した る者 す なわ ち…… 大 管長 会 を受 け 入

るるな り」(112：20)と 述べ てお られ ます 。

14.生 け る予 言者 と大 管長 会 に従 う人は祝

福 を受 け， 拒む 人は 苦難 を受 け る。

ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 は， 教 会歴 史

か ら次 の よ うな出 来事 につ いて 語 ってい ま

す。 「これは教 会初期 の 時代 に，特 に オハ イ

オ州 カー トラ ン ドで起 こ った 出来事 であ る

と思 う。 そこ では 教 会は管 理 評議 会 に名 を

連 らね る数 人 の指導 者 た ちが，秘 密 の会 合

を開 い て，予 言 者 ジ ョセ ブ を指 導者 の地位

か ら追放 す る とい う陰謀 を企 て よ うと して

い た。 ところが 彼 らは， ブ リガム ・ヤ ン グ

をその 会 に招 待 す る とい う失策 を犯 した。

ブ リガム ・ヤ ン グは会 合 の 目的 を聞 く と，

そ こに い た人 々 を叱責 し， そ の中 で次の よ

うに言 っ た。 『あなた方 には神 の予 言者の 使

命 を打 ち砕 くことは で きない。 で きるのは，

神 の予 言者 とあ なた方 と を結ぶ 糸 を断 ち切

って， 自 らを地 獄 に沈 め る こ とだ。』」(Coη・

彦露6η66Rθρ07'「大 会報 告 」1963年4月 ，

P.81)

教 会 の総 大 会 にお いて，N・ エ ル ドン ・

タナー 副 管長 は次 の よ うに述べ て い ます。

「予 言 者 は金曜 日の朝
， 私 た ちの責 任が

何 で あ るかを，は っ き り話 され ま した。… …

その 後，ある人 が私 にこ う言 い ま した。 『私

た ちの州 に は， 自分 が正 しい と思 う限 り予

言 者 の言 うこ とに全 面的 に従 うが， 自分が

正 しい と思 わ ない こ とであ った り，訴 える

力 を感 じなか った りす る と従 わ ない 人が い

ます 。 こ うな る とこの 人々 は， 自分 が予 言

者 に な って い るの です。 主が 何 を求 め，何

を求 め てお られ な いか を自分 で決 め てい る

の です 。』 、

私 た ちが どの誓約 を守 り， どの戒 めに 従

お うか と選 び始 め る と， それ は本 当に 危険

な兆 候 です 。守 らな くて もよい もの もあ る

と考 える時， 私 た ちは 主 の律法 を引 きず り

お.うし， 自分が 自分の 予 言者 にな って い る

の です 。神 の予 言 者に 従 わな い時， 私 たち
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は 自分 で偽 り9の予言 者 に なっ てい るの です

か ら， 私 たち は誤 りに 陥 って い くに違 い あ

りませ ん。 これ は確 か な こ とです 。私 た ち

は決 して， 守 る戒め と， 守 らな い戒 め を区

別 しては な りませ ん。」(「大 会報 告 」1966年

10月 ，p.98)

予 言者 ジ ョセ ブ ・気 ミスは ， 「大 管長 会 に

目を向けて，指 示 を仰 ぎな さい」(7初6雇 ㎎ ε

げ 漉θP"ρ 舵'知s6助s祝 露乃.「予 言 者 ジ ヨ

セ ブ ・ス ミスの教 えμ，p.161)と 勧 告 して

い ます 。 しか し， ア ー モ ン ・バ ビッ トは そ

れに従 い ませ ん で した。 主 は教義 と聖約 の

第124章84節 で次の よ うに 述べ て お られ ま

す。

「而 して わが 僕 アー モ ン ・バ ビ ッ トに就

きて は， わが喜 ば ざ る多 くの こ と、あ り。 見

よ， 彼は わが命 じた る助 言 す なわ ちわ が教

会の 大管長 会 の命 じたる助 言 を用 いず して，

己が助 言 を是認 させ ん こ とを熱 望す 。」

最 後に， これ までお話 して き た 「予 言者

に従 う14の 原 則」， つ まり私 たちの救 いがか

か ってい る大切 な鍵 を ま とめ てみ ま しょ う。

1.予 言者 はすべ て の事 柄 につ い て主 と

語れ る唯一 の 人 であ る。

2.生 け る予 言者 は， 私 た ちに とって標

準聖典 よ りも重 要 で あ る。

3.生 け る予 言者 は， 私 た ちに とって過

去の予 言者 よ り も重 要 で あ る。

4.予 言 者 は教 会 員 を背 教へ と導 くこ と

は ない。

5.予 言者 は いか なる主 題 につ い て語 る

時 も， また いか なる行 動 を起 こす 時 も，

特別 に この世 的 な訓練 や教 育 を受 け る

必要 はな い。

6.予 言者 は私 たちに 聖文 を与 え る時 に，.

必 ず し も 「主か くの ご と く言 う」 と宣
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言す る必要 は な い。

7.予 言者 は必 ず し も私 た ちが知 りた い

と思 うこ ζを告 げ るの で はな い。知 る

必要 の あ.る.こと を告 げ るの で あ る。.

8.予 言 者は 人.の理論 に制 約 され ない1

9.予 言 者 は物心 両面 にわ た りいか な る

物事 に つ いて も啓示 を受 け るこ とが.で

きる。

10.予 言 者 は一般 社 会 の問題 につ いて勧

告 を与 え る こ とが で き る。

11.予 言 者 に従 う上 で最 大 の障害 を持 つ

人 とは，教 養 を誇 る人 と富 を誇 る人 で

あ る。

12.予 言 者 は俗世 間の 人々か ら必 ず し も

好 評 を博 す る こ とは ない 。

13.予 言者 とその補 佐 は，教 会 に おけ る

最 高 の定 員会 で あ る大管長 会 を構 成す

る。

14.生 け る予 言者 と大管 長 会 に従 う人は

祝 福 を受 け， 拒 む 人は苦 難 を受 け る。

以 上 の14原 則が真 実 で あ るこ と を証 し ま

す 。主 を どの程 度 支持 してい るか知 りた い

と思 った ら，次 の よ うに 自問 して み ま し ょ

う。 この世 に おけ る主 の指 揮者 を どの程 度

支持 して い るだ ろ うか， 主 が 油注 が れた生

け る予 言者 ，教 会 の大 管長 の 言葉や ， 大管

長会 の定 員会 とどの程 度調 和 した生活 を し

て い るだ ろ っか。

神 の祝 福 がす べ て の人 に注 がれ て， 迫 り

来 る危 険 と苦 難に 満 ちた 時代 の 中で予 言者

と大 管長 会 に 目を向 け るこ とが で きる よ う

に， 心 か ら祈 っ てい ます 。

(1980年2月26日 ，

お け る説 教)

ブ りガム ・ヤ ング大学 に



お父 さん 帰 って きて

デ ィ ー ン ・P・ ス ミス

あ る土曜 日の 午 後の こ とです ・ 父 と兄が

材 木 を集め に 農場 を出て行 き ま した。

父は， 妹の エ レ イン と僕 に帰 っ て くる まで

農 場の 番 を して いる よ うに言 い， 幾つ か仕

事 を言いつ け て 出かけ て行 き ま した。

僕が 言 いつか った仕 事 は， まず 下の 牧場

へ 行 って乳 牛 を集 め納 屋 に入 れ るこ とで し

た。 父が帰 って きた らす ぐ，乳 が しぼ れ る

よ うに してお くため です。

僕 は， 自分 の馬 に乗 って牛 を追 うつ も り

でい ま した。 しか し， 馬 は納屋 か ら出て，

下 の牧場 の とこ ろに行 って い ま した。 ほか

に馬 と言 えば， 黒 くて大 きいのが 一頭 い ま

したが ， 父 か ら そ れ に は絶 対 に 乗 ら ない

よ うに言 われ て い ま した。け れ ど，僕 は，

面倒 臭 いの と牧 場 まで歩 いて行 って戻 っ.て

くるのが お っ くうにな って， 「きょ うだけJ

そ っ言 い きかせ て その 馬に 乗 るこ とに しま

した。「僕 は馬 の背 中に 鞍 を置 いて 自分 でま

た が る と， 次 に妹 を後 ろへ 乗せ よ うと しま

した。 しか し， 主 が妹 をみ 守 って下 さった

の で し ょう， 馬が.じっ として いない ため に

妹 を乗せ る こ とが で き ませ ん で した。

僕 は 妹に ， 戻 って きた ら 自分の 馬に乗せ

旧てや る と約 束 して
， 牛 を集 め に行 き ま した。

帰 る途 中の.ことです 。干 し草 を縛 る縄 に 足

をか ら ませ た馬が， びっ く りして それ を取

ろ う として そのは ずみ で僕 は振 り落 とされ

て しまい ま した。 そ して， そ の まま気 を失

って しまい ま した。
.
気が つ いて み る と， 僕 は兄 のべ ッ ドに腰

をお ろ してい ま した。 僕 は，牧場 を通 り抜

け ， さ くを越 え て， 自分 で家 に戻 って きた

の で した。 頭 の横 の傷 口か ら血が 流れ てい

ま した。お まけ に，左 手 は後 ろに 曲が って

い ます 。小 さな擦 り傷 や切 り傷が そ こ ら中

.にあ りま した。

僕は 次 第に， 何 が起 こった のか がわか る

よ うに な りま した。 そ こヘ エ レ インが 泣 き

な が ら部屋 に 入 って きま した。 どこに いた

の か尋 ね る と，妹 は こう言い ま した。「天 の

お 父様 に， お 父 さんが 早 く帰 って きて， お

兄 さん をお医 者 さん に連 れて 行 くよ うにっ

て お祈 りしてい たの。」

父が 話 して くれ た のです が， ち ょう どそ

の 頃， 父 は木 を切 りなが ら家 に何か あ った

こ とを感 じて い たの だそ うです。 父は手 を
ぼ

止 め，兄 に こう言い・ま した。「胸 さわ ぎが す

る，家 に帰 ろ う。」 父 は，僕 が 意識 を取 り1戻

す とま もな く家 に着 きま した6

僕は ， それ か らず っ と妹 に 感謝 して い ま

す 。妹 の信 頼 と謙 遜 な信仰 に 感謝 して い ま

す 。
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ρ

ナイジェリアの教会員
ア ン ソ ニ ー ・ウ ゾ デ ィ マ ・オ ビ ンナ

西 ア フ ワカで最初 の 黒 人の教 会 員， ア ン ソニー.・オ ビンナ 兄弟 と

タ妻 の フ ィデ リア ・ネ ジ ョーキ ・オ ビンナ姉 妹 の話 を， オ ビンナ兄 弟

の書簡 か ら紹 介す る。 オ ビンナ兄 弟 は生粋 の ア フ リ力住 民で構 成 す

る初 めて の支 部 の初代 支部 長， 姉妹 は扶助 協会 会 長 とな っ た。

ウ ゾデ ィマ とい うの は両 親が っ けて く才し

た名前 で， 「最善 の道」とか 「良い 道，

実 りあ る道 を行 く時は だ れ も リー ダー を認

め ないの に，悪 路， 難 路 を行 く時 は リー ダ

ー に全部 の責 め が 負わ され る」 とい う意味

です 。

私 は1928年 に， ナ イ ジェ リアの オ ウェ リ

の イモ州 地方 自治 区， ア ポ ・ムバ イセの ウ

ムエ レム ・エ ニ ヨグ グで生 まれ ま した。 祖

父は知 りませ ん が， どん な一 生 だ ったか ，'

どん な生 活 を したか は話 で聞 いて い ます 。

父 の名前 は オ ビ ンナ ・ウ ゴチ ュ クウ とい い

ます 。 オ ビンナ とい うのは 「父に とっ て い

と しい者 」 とい う意 味 です 。 ウ ゴチュ クウ

とい うのは 「神 よ りの 賜物 」 とい うイボ族

の言 葉 です 。私 の両 親 も祖 父母 も偶 像崇 拝
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を して い ま した 。毎年 ， 山羊 ， 羊， め ん ど

り， 鳥 な どの生 き物や ， 作物 な どを捧 げ る

か ら 自分 た ちや家 族 の生 活 を守 って下 さい

と言 って神 々 を拝 ん で い ま した。 私 の 父に

は3人 の妻 が い ま した。養 え さえす れば何

人妻 を持 って もいい とい うの が イボ族 の な

らわ しだ ったか らです 。

父は穏 や か な人 で，真 理 を愛 し， 地 域 の

い ろい ろな 裁定 を し， 悪事や うそ をき らっ

た有 力者 で した。農 民 で したが 商売 もして，

何 事 につ け腰 の低 い人 で した。子 供 が24人

い ま したが， 幼 な い うちに 死ん だ子 が大 勢

い ます 。 現在 達者 なの は男11人 ， 女4人 で，

孫 は 沢 山い ます。

初め の 頃， 私た ち部 族 は西 洋 の教育 を き

らい， 子 供 を学 校 へや った り教 会に連 れ て

行 った りするよ う勧め る人たち を憎 み ま した。

いつ も白人 を怖 が って ， 白 人の前 に 出た り

近 づ いた りす るの をいや が りま した。 子供

は 家 に引 き止め て お いて， 畑仕事 をさせ る

の が一 番 だ と思 ってい た のです 。 家の 中 の

役 立た ず とみ な された者 だけが 学校 や教 会

に行 くの を許 され たわ け です 。.女子 は働 き

手 です か ら， 学校 へ お い それ とは行 け ませ

ん で した。

私 は実 に幸 運 だ った と思 い ます 。 神様 が

私 に どれ だ けの こ とを用 意 して い て下 さ っ.

たか， その時 は ほ とん ど考 え も しませ んで

したが。 私は5番 目の子 で した6イ ギ リス

人がや って来 て父 に話 を し， 父 の言 うこ と

が 彼 に通 じなか った ため， 父 が腹 を決め て，

1937年 に私 を学 校へ 入れ たの です 。 ところ

が1944年 に普通 科6年 を修 了 す る と， 第2

次世 界大戦 が 始 ま り， 私 た ち も苦 し くな り

ま した。職 捜 しが 難 し く， そのた め私 は北

ナ イジ ェ リア の ジ ョスへ移 り， 教 師 を一 生

の仕事 に選 び ま した。17歳 で した。 カ トリ

ッ クの 司祭 に勧 め られ て， オ ッ クスフ ォー

ドにあ る ウル ジー ホー ルの 通信教 育 を受 け

ま した が， 英語 ，地 理， 経 済， 歴 史， 宗教 ，

衛 生 学 な どの学 科 が たいへ んお も しろ く，

よ く勉 強 し ました 。

1950年 に は愛 す る妻 のフ ィデ リア ・ネ ジ

ョー キ と結婚 し ま した。 妻 はア ポ ・ム バ イ

セ地方 自治 区の イベ ク ・オ クウワ トで1930

年 に生 まれ， 父 の名 は ヌ コク ・》 ゴナ ボ，

母 はエ ケ オマ とい います 。 ど ちら も妻 が小

さい時 に亡 くな り， その ため に妻 は教育 が

受 け られ ませ ん で した。孤 児にな った妻 は

弟妹 を養 って い くため に さ さや か な商売 を

始め ， 家か ら何 キ ロ も離 れた 市場 を まわっ

て暮 ら しを支 え ま した。妻 は カ トリックに

改宗 して いて， いろ い ろな組織 の リー ダー

も しま した。妻 が 言 うに は， 神へ の 強 い信

仰 を持 っ てい たの で どん なこ とで も神 が導

い て下 さ り， 悪 魔 の誘惑 か ら身 を守 る こ と

が で きたそ うです 。

結婚 した ての 頃 は，失 敗続 きであ れ これ

問 題 が起 きま した。 私 た ちは神の み守 り と

先 生 方 の忠 告 にすべ ての望 み を託 しま した。

で もい ろい ろ と難 しい こ・とが あ った ため に，

私 は 妻 を店主 に して 商売 を始 め ま した。 妻

は正 直 者 で まわ りの 人 たちか ら尊敬.され ，

かがみ

ほ め られ て，.立派 な主 婦 だ， 女性g)鑑 だ と

言 われ ま した 。 さ まざ まな生 活 を して い る

人 た ちが妻 の助 け を借 りにや って 来 る時，
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良 い助 言 をす るの が妻 の仕 事 の よ.うです 。

しか し妻 は家 族の こと を一 番 大事 に 思 って

い ます6

1952年 に なって 私 は教 え る仕事 を始め ，

また勉強 に打 ち込 み ま した。 妻 は私 が4年
鴨

間教 員養 成大 学へ 通 うの を辛 抱 して待 って

くれ ま した。 私 には教 え る とい う素 晴 らし

い仕 事が あ りま した。 で も， この教 師 とい

うささや か な働 き以 外に ，神 様 が私 に なす

べ き仕事 を用意 してお られ た こ とは知 りま

せ ん で した。

1965年 の11月 です 。私 は夢 で， 右手 に ス

テ ッキ を持 っ た背 の高 い 人の訪 問 を受 け ま

した。.その人 は ジ ョン ・バ ニヤ ンの 「天路

歴程」 に あ る ク リスチ ャン と ク リス チ ャニ

アの話 を読 ん だ こ とが あ るか と，.私に聞 き

ま した。私 が もう忘 れ て しまっ た と答 える

と， また読 む よ っに言 い ま した。・それ か ら

2，3ヵ 月経 っ た後， 同 じ人が また夢 に現

.われ て，私 を美 しい建 物 に連 れ て行 き， 中
ノ

を全部 見せ て くれ ま した。.その 人の夢 は3

回 も見 ま した。

ナイ ジェ リア の内紛 中， 外 出 で きず にい

た間に， 私 は 「リー ダー ズ ・ダ イジ ェ ス ト」

の1958年9月 号 を引 っ張1)出 してめ くって

み ました。す る と開 い た34ペ ー ジに， 夢 で

見せ られ た の とそ っ く りの 美 しい.建物 の写

真 が載 って い ま した。 私 に はす ぐそれ とわ

か りま した。 見 出 しに は 「モ ルモ ン教徒 の

行 進」 とあ りま した。 それ ま で， モル モ ン

とい う言葉 は聞 い たこ とが あ りませ ん で し

たが，夢 に 見 た建 物 の写 真 だ った ので， 記

事 を読 み ま した。 それ は末 日聖徒 イエ ス ・

12

キ リス ト教 会 につ い ての話 で した。

.その話 を読 ん で以 来
， 気の 休 ま るこ とが

な く，新 しい発 見に心 が 向 くばか りで した。

す ぐ兄た ちの 所へ 飛 んで 行 くと，.私の話 を

聞 い てみ ん な驚 き ま した。

しか し， 当時 はナ イ.ジェ リア全 土 が封 鎖

状 態 に あ って，教 会 本部 へ手 紙 を書 くこ と

が で きませ ん で した。1971年 に な って封 鎖

が解 か れ る と，私 は指示 を求 め る手 紙 を書

きま した1 .そ れ に対 して， パ ンフ レ ッ トと

モ ルモ ン経が 送 られて きて， その 中に福 音

の.回復 につ い ての 「ジ ョセ ブ ・ス ミスの証 」

もあ りました。 そ して 当時 国際伝 道 部 に い

た ラマー ・S・ ウイ リアム ズ兄弟が ， ナ イ

ジェ リア に教 会 を組織 す る権 限が今 は な い

とい うこ と を知 らせ て 下 さい ました。私 は

す っか り落 胆 しま したが， 聖霊 に動 か され

て手 紙 を書 き続け ました。 何度 も教 会 の 宣

教 師た ちが 教 会の こ とを話 し合 って い る夢

を見 ま した。・

私 は 迫害 や 悪 口や い ろい ろな侮 辱 を受 け

ま した。 そ して様 々 な形 で しい たげ られ ま

したが φ 耳 をふ さい で我慢 し ました。 自分

は真 理 を見つ け たの だか ら， 人の 脅 しに は

絶対 に 屈 しない と決意 したの です 。私 は そ

の ように して ， 自分 た ちに扉 を開 い て下 さ

.るよ うに神 に 願 い続 け ま した。..

W・ グラ ン ト ・バ ン ガー ター長 老が 同 じ

よ うな手 紙 を下 さ いま した。 教会 は まだ ナ

イ ジェ リアに 組織 で き.ないが ，指 導者 た ち

、は 組織 した い と望 ん で い る とい うこ とで し

た。

私 は1976年10月9日 に，バ ン ガー ター 長



老宛 て の手紙 を書 き ま した。

「9月24日 付 の お手 紙 をいた だ き
， あ り

が とうご ざい ま した。 お っ しゃ るこ とは わ

か りま した 。 で もあ き らめ ませ ん 。私 た ち

は真理 とわ か った信 仰 をあ くま で追求 して

ゆ くつ も りです 。 ……

私 た ちは ，主 イエ ス ・キ リス トの 力に よ

って いつか 教会 が もっ.`と積 極 的 に行動 で き

、鉢 うに な るはず 岸 輝 して 噂 す ・今 ・

.信仰が 試 され てい.るあ で列 こ唖 に いる

天勢 の 夫父 の子 供 た ちに真 理 が広 や られ る

よ うに1私 た ちに で き るこ、とは何 で もす る

つ も りで寸 。」

.ウイ リ.アム ズ兄 弟が 骨 曜旧 の プ ロ グラム

を教えて下さいまし斥・槍 ち`まいつも.祈

り続け，ついに1ρ78年11月31日，教会は平

ヰに黒人に神権 とその鰍 を行な難 育旨を.
与える.こζにな・節 でぢ

.「挙 の即 吻 ル ンデ哲 蝉略 ブ層

ピー..圷 ウ ィ ≧ ・・L.q・ キ ヤ オ ン1・ ジ 旗

.ヱ ・グ ゼ ネ・身：・白.ドセン嘩 勉
ら'暫 や 鰺1榊1τ 欄 ρ・鞘 ざ

れ㌶や γ系;カ.オ㌣ 燦 宰音曝 .星の

ク.ラ適 脚 騒 モぜ 押1宰部長唐

郷 雛騨欝議謙
ど轡 飾 勲1;ノ起7長 舞 諺〕1さ栖

噸 を轡 ダと鱒 縁 ：部瞭 ≠解

ll瑠舞 驚 讐1：
・ナ{・・.甥当柳 籾 聖;徒猛 ス・.ぎ.
・微 会の蜜 購 蹄 を舞 響 で.

哉が民に伝 える扉が開かれたことを喜び∴.

皆 様 と世 界 中の 末 日聖徒 にお 礼 申 し上 げ ま.

す 。

皆様 が 神 殿上 階 の部屋 で， 私 た ちを群 れ

に加 え る よ う何 時 間 もかけ 主に祈 って下 さ

さい ま した こ とを感謝 申 し上 げ ます。 皆 様

のお祈 り， 私 共 の祈 りを天 父が聞 き とどけ

て下 さ り， 啓示 に よって 久 し く待望 の あの

日を承 認 され， 私 共 に聖 な る神 権 を許 され，

神聖 な権 能 を行 使 し， 神殿 の あ らゆ る祝福

…… を享受 す る権 利 を得 させ た も うた こ と

を天 父 に感 謝致 してお ります。

当地 にお い て教 会が 発展 し， 聖徒 た ちの

一 大 中 心地 とな り
，世 界 各国 同様 ナ イジ ェ

リア国 民の 進 歩発 展 に充分 寄与 す る こ とは

疑 うべ 「く もあ りませ ん。』」

私 に 慎 ま し く誠実 な妻 と，地 上 の まこ と

の 教会 の 会 員で あ る7人 の立 派 な子供 た ち

が い る こ とは 祝福 です 。 子供 た ちは皆 教育

を受 け ま し.た。長 女 と長 男 は資格 の あ る教

員です 。 ボナ ドベ ンチ ャー は中等 学校5年

を修 了 し， ア ン ジェ ラは中等学 校4年 生，

ステラ・エ ゴは 中等学 校2年 生 ，アナ ス タシ

ア は 中等学 校1年 生 です 。 末の 息子 は1980

年9月 に大学 へ 入 りま した 。

我 が家 で一 番 重要な話題，そ して一番の関

心 事 は 「私 た ちの教 会」 の こ とです。 キ リ

ス トが御 自身 の まこ との教 会 を守 ってい ら

っ し ゃい ますか ら， 毎 日教 会員 が増 えて い

ます 。私 は， 将 来 この 教会 の会 員が海 辺 の

砂の よ うに 多 くなる こ とを証 し ます 。神 は

偉大 な御 方 で， 奇跡 を行 なわれ ます 。 人間

の力 は この世 にお け る神の み業 を阻 む こ と

が で きな いの です 。
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「どうぞ子供の先生を

祝福 して下さい」

ク ラ テ ィ ス ・C・ フ ァ ー マ ー

私 は初 日の プ ライマ リー か らシ ・・ クを
受 け て帰 宅 しま した。せ め て もの救 い

は，他 の教 師 の顔 に も当惑 した表情 が うか

が えた こ とで した。 休 み明 け のせ い で生徒

はみ んな落 ち着 きが なか った ので しょ う。

で も， その 次 の週 はす っか り絶 望 して家 に

帰 りま した。生 徒 は手 に あ まるば か りで し

た。 手作 りの視 覚教 材 は乱 暴 な扱 い にひ と

た ま りもな く， 男 の子 は椅 子 の上 に立 っ て

窓に よ じ登 ろ うと します し， 女 の子 は仲 間

同士や 男の子相 手 に 口げ んか です 。

もうや めて しまい たい と初 めは 思 い ま し

た。 この よ うな8歳 児た ち と11カ 月 もだ れ

がお つ きあい で きる で し ょう。で もプ ライ

ドが あ ってや め るこ とは で き ませ ん で した。

大 人に なって か ら 日曜 学校 ，扶 助協 会 ，M

IA， セ ミナ リー と教 え続 け， 学 校 の英語

教師 も経験 した私 は， ざ折 とい う文字 を知

りませ ん で した。 この責 任 をい ただ いた時 ，

監督 は 「プ ライマ リー の この責 任 は あな た

に とって進 歩 成長 の新 しい道 に な るで し ょ

っ」 とお っ しゃい ました が， それ どこ ろで

は あ りませ ん 。無能 を ま ざま ざ と見せ つ け

られ た初 めて の召 しで した。

その夜， 私 はほ とん ど眠 る こ とが で きず，
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「監督 は 『プ ライ マ リーの この 責任

はあ な たに とって進 歩成 長の 新 しい道

にな る で しょ う』 とお っ しゃい ま した

が ， …… 無能 を まざ まざ と見 ぜつ け ら

れた初 め て の召 しで した。」

帥瞬

.：蹄

遵

麟灘..

織戯

2

嵩

翌 日は子 供 た ちに 当 た り散 ら しま した。 と

う とう夫 に悩 み を打 ち明 け る と， 彼は話 を

よ く聞 い て，具 体 的 な解決 策 を提案 して く

れ ました。 父母 に 問題 を知 らせ ，毎 週子 供

に 報告 カー ドを持 たせ るこ とで した。私 は

初 め あ ま り乗 り気 が しませ ん で した。 また

もプ ライ ドが邪 魔 したの です。 た とえ クラ

スが う るさ くて も， 自分 の力不 足 を他 人に

知 らせ るよ りは ま しだ と思 い ました。 で も

私 は わ らに もすが りたい 気持 ちで した。 そ

れ で夫 の 勧め に従 って 「生徒 の態 度」 カー

ドを謄 写板 で刷 って お母 さん 方に個 別 に如

才 な く話 をしたの で すが， それだ け では不

十分 な こ とが わか りま した。

報 告 方 式の 目新 しさは1カ 月 もす る と色

あせ て し まい ま した。 しか し 「静か に した

か どうか」 を調べ たその 間，私 は レ ッス ン

を し， 自分 の証 を述べ ， クラスパー テ ィー

を計画 し， 未 亡 人の ため の奉仕 計画 をま と

め るこ とがで きま した。 そ して以 前は うる

さかったひ とりの 男の子 が， 「うるさ くす る

の ，や め て よ。静 か に した カー ドもらえる

と， マ マか ら ごほ っぴ も らえるん だか ら」

と隣 の 子供 に 言う の です 。

何 週 間か 過 ぎて ，静 か にな った子 もそ う
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でない子 もいま したが ，初 め の半 月の よ う

なひ どい状.態は な く'なりま した。 ゲ ーム，

競 争， ス ライ ド， 指 人形， クラス外 の訪 問，

自分の家へ 手 紙 を書・くな どのい ろ いろ変 わ

った活動 が役 に立 った の だ と思 い ます 。 半

月位経つ と子 供 た ちは私 の言 うこ と を聞 く
.よ うに な り

， もっ とよ いこ とに は，私 に彼

らを愛す る気 持 ちが湧 いて き ま した。

それ か ら， も う一度 改 め て考 え させ られ

る ことがあ りま した。 私 は プ ライマ リー の.

責 任に毎 週か な りの時 間 を使 っ て い ま した

が ， それで も3人 の学 齢 前 の子供 たち の世

話 の方が ず っ と手 間が か か ります 。 それ も

苦 労で あ り， 喜 び であ り， 大 仕事 で した。

恥 ずか しが りや なの に快 活 で気性 の 激 しい

4歳 半 のサ ラが， 保育 園に よ うや くな じん

だ時，私 た ちは ほ っ と しま した 。サ ラに人

一 倍の愛 情 を注 い で慣 れ るよ うに心 を配 っ

て下 さった先 生 に， どれ ほ ど感謝 した こ と

で しょ う。我 が家 の あ.ばれ ん坊，2歳 半 の

クラー クも 日曜学 校 の クラスに 入 って(統

合プ ロ グラムが実 施 され る以 前 の こ とで し

た)，片言 を話 し始め た レ イチェル を手元 に

置 くだけで いい 時が 早 く来 ない もの か と待

ち遠 しか った もの です。

あ る 日曜 日，神 権 会か ら帰 って 来た夫 か

ら新 し く我 が家 を担 当 して下 さ るホー ムテ

ィーチ.ヤー の熱心 な様子 を聞 き， うれ し く

思い ま した。 ボウエ ン兄 弟 は早 速， いつ の

訪 問が よいか， 家族 に 必要 な こ とは何 か，

子供 た ちに どん な レ ッス ン を した らよいか

な ど と夫に 聞か れ たそ うで す。 さすが 監督

をなさ った こ との あ る方だ と思 い ま した。

ホー ムテ ィーチ ングが ど うい うものか， よ

く御 存 じなの です 。

私 は ワー ド部 に移 って来 られ た ばか りの

ボウエ ン兄 弟 のお 名前 を子 供 た ちに覚 えさ
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せ ，私 た ちが 良 い教会 貝 に なれ る よ うに教

えた り助 け た りして下 さる特 別 なお友 だ ち

な の よ と話 して聞か せ ました 。

とこ ろが その翌 週 の訪 問の 日，子 供 たち

が 申 し合 わせ た よ うに ウイル ス性 の病 気 に

か か って しまっ たの です 。サ ラは元気 で し

たが， とて も疲 れ て不機 嫌 で した。彼女 は夕

食の 後す ぐソフ ァー で眠 って しまい， 玄 関

のベ ルが 鳴 る.と， まだ 目が覚 め きらな い ま

ま弟 と一緒 に走 って行 き ま したが ポ.まっ.た

くの初 対面 のボ ウエ ン兄 弟 と同僚 を見 るな

り泣 いて 引 っ込 ん で し まい ま した。夫 が あ

わて て なだめ に行 った ため，.私とふ た りの

子供 で， び っ く りしてい るお客 様 に ごあ い

さつす るこ とに な りま した。

「お いでの 時 は あの子， 眠 っ てい たん で

す の。」私 は ま ご まご..しなが ら言 い訳 しま し

た。「具 合 いが あ ま り良 くない.ものです 炉 ら。.

こんな こと，..めった にあ.りませ ん のに 。」 そ..

の 夜， 新 しいホ』 ム テ ィーチ ャー は気 持 ち.ぐ.

よ くわか っ て† さ い ま したが ，私 は.来訪を

楽しみに待・.て唾 燭!こ 汐 ・か})矯

ちしてし.まし}ま.した・：.1・.
・塗働 問に舗 て・..智坤 の田馨日にな.

砿 鴛 ラには何も剤 ませんでした・日.二
曜 鼠に ，.開会 の お祈 り，を.したホー ム テ ィ門 .

チぜ がまた私た.ち曝 へいら・レや・
.るξ

だけ話.墜 した∴そρ木曜.甲1辛て・7時
き.・か り』に1ドア㊥づルが旦監り部 た1..纏
はクラークとレイチ 干ルグ亥関へ騨けで行

き?サ ラは右所でぐずぐずしてい津レた戸
.「
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下 に置 いて 言 い ま した。

「う うん
，見せ た くな い。 こ こに い る。

いい もん。」

「ね え
，一 緒 に行 き ま しょ。 マ マの お ひ

ざにす わ って いれ ば いい わ。」

「いや
， 行か ない。」

「い らっ しゃい
。」私 が穏 や か なが らきっ

ぱ りした調 子 でサ ラ を抱 き上 げ， 居 間に連

れ て行 くと，み ん な は も う椅子 にす わ って

い ました。

「こんばんわ，サ ラ， 元気 か な。」 ボ ウ エ

ン兄弟 が優 しい笑 顔 であ い さつ を して，手

を伸 べ ま し.た。 サ ラは 目 をそ ら し，私 の 肩

に顔 を埋め ま した。「きょうはサ ラと クラー

クの ため に特別 な レッスン をす る よ。」ボ ウ

エ ン兄 弟 は床 にす わ り込 み， ニ コニ コして

話 を続 け ます 。「とこにお いで。 これ 何の 写

真 だ ろ う。」1

サ ラは興 味 を引か れた の で し ょう。 ボウ

エ ン兄 弟 が 何 枚 も の 中 か ら取 ワ出 した敬

凄 に 腰か け てい る子供 たち の大 きな写真 を

のぞ き見 ま した 。私 は ひ ざにサ ラ を抱 いた.

まま， す ばや く床 にす わ りま した。

「お ともだ ち
。」クラー クが 答 え ま した。

・「その 通 り
。」ボウエ ン兄 弟が楽 しそ.うに

言 い ます 。「それ じゃ，何 を して い るんだ ろ

う。」
.「みん な

，さか だ ち して る。」サ ラが いた

ず らっぼ く答 え ました。

「手 を くんで い る
。」クラー クが腕 組み を

して答 え ま した。

「そ うだ よ。」ボウエン兄 弟が ほめ ま した。

「ど う して静 か に して い るのか な
。 ここは

だれ のお うちだ と思 う。」

「サ ン タ クロー スのお うち。」サ ラが言 い

ま した。 私 はサ ラの 意地 の悪 い答 えに赤 面

しま した。 わ ざ と反 対 の 答 え を言 うプ ラ イ

マ リー の生 徒 た ちそ っ く りだわ と思 い ま し

た。

敬 慶 さ と家族 の祈 りにつ いて の レ ッスン

の終 わ りに， ボ ウエ ン兄弟 は リボ ンで結 ん

だ棒 あ め をポ ケ ッ トか ら取 り出 しま した。

「は い
，サ ラ， み ん な と一 緒 に聞 いて くれ

た こほ つびだ よ。」

サ ラには 欲 しそ うな表情 が うかが われ ま

したが， で も首 を横 に 振 りま した。 そ して

「クラー クに あ げて」 と
， マ ゾ ヒステ ィ ッ

クな反 抗 を して言 い ま した。

「あ りが と う
。」クラー クが手 を伸 ば して

お 礼 を言 い ま した。

「ク ラー ク君 ，利発 です ね え。」ボ ウエ ン

兄 弟が お っ しゃ い ま した。

「ええ，どの子 もです わ。」私 はか ば うよ

うな返事 を し ま した。 ホー ム テ ィー チ ャー

が帰 り， ジム が あめ を分 けに子 供 た ちを台

所へ 連 れ て行 っ た後， 閉 まった玄 関の ドア

を前 に，私 の 目には涙 が に じん で きま した。

「ど うか神 様
， ボ ウエ ン兄弟 がサ ラの こ と

を見放 さな いで下 さい ます ように。」心 で祈

りました。「サ ラの態度 が 本 当に いけ なか っ

た.ことは わか っ てい ます 。 で も，サ ラ も良

い子 にな れ るの です 。や さし くなれ るの で

す 。.どうか， ボ ウエ ン兄 弟が 辛抱 し， 愛 を

注 い で下 さい ます よ うに助 け て下 さ い。」

そ の時 ふ っ と， 最 初の1カ 月間 手が つけ

られ ない ほ ど悪 か ったプ ライマ リーの6人

の 子供 の顔 が 浮か ん で き ま した。 「そ うだ

わ」 私 は 自分 の責 任 に突 然 目が開 け た思 い

で した。 「あの子たちのお 母 さんが あの9月

に こ うして私 と同 じ祈 りを捧 げ て下 さっ て

いた のだ わ。」あ きらめ ま い，子供 と一 緒に

頑 張 って 行 こ う とい う私 の決 意 は， その時

か ら今 まで ぐらつ'くこ とが あ りませ ん。
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逆境 に遭 うとき

ステ ィー フ ・ダ ン ・ハ ンソ ン

ム か ら百年 以上 も昔 ， 父の 曽祖 父母 が ス'7

ウェーデ ンで教 会に加 入 しま したが ，

彼 らは長 い航 海 を経 てア メ リカへ 渡 り，

ユー ヨー クか らオマハ まで は汽車 ，

らは幌 馬車 で ソル トレー ク ・シテ ィー にや

って来 ました。 そ の途 中， ニ ュー ヨー クで

汽車に 乗 り込み ま した が，

市 場 に運ぶ の に使 われ た家畜 運搬 用の 貨車

で した。 中は 汚 く，

い ま した。

お ば あさん は不便 を しのび まし

たが， お じい さん は屈 辱 に我慢

がならず，「豚 と同格 とは なん

だ」 と不 平 を鳴 ら しま した。

しか し， と もか くも旅 を

続 け ま した。

「な ぜな ら， この しば ら くの

軽 い患難 は働 いて， 永遠 の重 い

栄光 を，あ ふれ る ばか りにわ た

したち に得 させ る か らであ る。」

(IIコ リン ト4：17)
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その 時お ば あさん は妊 娠 中 だっ たた め，

オマ ハ に着 い てこ れか ら苦労 も本 番だ とい

う段 に な る と， お じい さんは 彼女 の健康 と

生 まれ る赤 ん坊 の具 合 が心 配 に な りま した。

しか し， 幌 馬車 隊 の隊長 が ，産 婆 の経 験豊

か な 人た ちが い るか ら何 も心 配は い らな い

と保証 して くれて， 旅 の途 に つ いたの で し

た。

そ して， ネ ブ ラ スカの 平原 で元 気 な赤 ん

坊 が誕 生 しま した。 ところが そ れか ら数 日

後 ，3歳 の息子 が コレ ラにか か りま した。

お じい さん は真夜 中 に隣 の幌 馬車 へ ろ うそ

くを借 りに行 きま したが ，分 け て あげ られ

な い とい う返 事 で した。 お じい さんは それ

に怒 り， ぐっ た り して熱 い子 供 の体 を暗 闇

の 中で抱 き しめ なが ら， 夜通 し起 きて い ま

した。 息子 は その夜， 死 に ました 。

翌 朝 ，隊長 は イ ンデ ィア ンが 出 没す る こ

と もあ る し時 間の余 裕 もない ので と言 い訳

して葬 式 を簡.単にす ませ てか ら，墓 穴 はで

き るだけ浅 く掘 って埋葬 し よ うと言い まし

た。 お じい さん は それ に反対 し， 自分 は後

に残 ってけ もの に墓 をあばか れ な い よ うに

深 い穴 を掘 るのだ と言 い張 りま した。

お じいさん は その 日，.昼も夜 も働 き続 け

て丈 夫 な木 の棺 を作 り，堅 い土 を1メ ー ト

ル半 も掘 りま した。 そ して， 泣 きなが ら息

子 を埋 め， その後 夜 を徹 して 歩 いて， 幌 馬

車隊 に追 いつ い たの で した。 彼 の心 は悲 し

さに打 ちひ しが れて い ま した。 怒 って もい

ました。遅 れ るか ら とい って息子 に きちん

と した葬 式 を して くれ なか った 隊長 と， そ

して息子 を 「死 なせ た」 神様 とに。 自分 の

幌 馬車 にた ど り着 いて妻 にや るせ ない 気持

ち をぶつ け た時， あば あ さんほ 優 し くこ う

言 い ま した 。

.「お 父 さん
， よい こ とを見 な くち ゃいけ

ませ ん よ。赤 ち ゃん も私 もこ うして元気 で

す し， あ りが たい ことに， ほか は家 族み ん

な無 事 で し ょ う。 この まま旅 が終 え られ れ

ば， 感謝 以 外 に言 うこ とはあ りませ ん。 私

た ちは モ ルモ ン教 会 を唯一 の まこ との教 会

と信 じて 入 ったん です 。私 は今 も信 じて い

.ます よ。 この旅 で悲 しい 目や 辛 い 目に遭 う

の は私 た ちだ け じゃあ りませ ん。」(ヘ イ カ

ン ・ハ ンソ ンの記 録 よ り)

しか し， それ で苦難 は 終 わ りでは あ りま

せ ん で した。 彼 らは生 涯 ，試 練 と逆境 に 見

舞 われ ま した。 ところが 彼 らは， 夫婦 で 同

じ経験 を しなが ら，受 け とめ 方 は違 って い

ま した。 お じいさ んは 引 き下 が り， うらみ

を抱 き， つむ じを曲げ ました。 そ して教 会

に行 くの をや め1教 会指 導者 の粗 捜 しを し

ま した。 彼 は 自分 か らみ じめ な境 遇 の とり

こに な って しまい， キ リス トの光 は生活 の

中 に薄 らい で ゆ き ました。

一 方
， お ば あ さんの 信仰 は 強 くな りま し

た。 彼女 は 新 しい問題 が起 きるた びに ます

ます 強 くな って い った よ うです 。 同情 と思

いや りと優 しさに 満 ちて， 慈 悲の 天使 さな

が らで した。 彼女 は まわ りの 入 たちに とっ

て光 明 で あ り， 家 族 はお のず と彼 女 を指 導

者 と仰 ぎま した。

私 は この話 を何 度 も読 み，お じいさん とお

ば あ さん の試 練 に対す る互 いに相.反す る身

の 処 し方 につ い て いろ いろ考 え てみ ま した 。

また 自分 で も問題 に遭 遇 して，逆 境の 果 た

す 役割 とい うも の につ いて理 解 を深め た い

と思 い， 聖典 を勉強 しま した。.初め は幾分

混乱 し ました。 聖典 の あ る箇所 で は，銀難
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は罪 に対す る罰 ，っ ま り正 し くない行 為や

愚か な決定 の結 果 と して 出て い ます が ， そ

れ と逆 に， 正 しい人 たち も悪 い 人 と同 じよ

うな逆 境 に遭 って い るの です 。

神 の律法 を破 れ ば いや な結 果， つ ま り逆

境が 待 ち受 け る， しか し主 は時 々弱 点 を克

服す るため の機会 と して， 私 た ちに 苦労 を

させ られ るのだ とい うこ とが わか りま した 。

また， いわ ゆ る逆 境 の中 に は， 日の光 栄 な

らぬ星 の光栄 につ き もの の 自然 の な りゆ き

にす ぎない とい うもの もあ る こ とに気が つ

き ま した。 星の光 栄 の体 で， 星 の光 栄 の 人

人 と生 活 し， 星 の光栄 の知 識 と知 恵 しか 持.

たな い とあれば ，苦 労や 問 題や 不満 が 出 て

きて 当然 です。

そ して， もっ と大 事 な こ とだ と思 うの で

すが， 星 の光栄 の世 界 に住 み なが ら 日の光

栄の 人間 にな る とい うのが 大 きな試 しで あ

るこ と も知 りま した 。そ の手 本 が イエ ズ ・

キ リス トです 。 イエ ス ・キ リス トは ジ ョセ

ブ ・ス ミスに こ う言っ てお られ ます 。 「わ が

子 よ汝 この事 を知 れ， す なわ ち これ皆 汝 に

善か らん ため， 汝 に経 験 を与 え んた めの も

の な り， と。

『人の子 』 は一切 これ らの ものの下 に 身

を落 した り。 汝 は彼 よ り大 いな るか 。」(教

義 と聖約122：7-8)

私 は， 先祖 の おば あ.さんの よ うに， なぜ

逆境 が来 るの か とい うこ とは あ ま り考 えな

いで，逆 境 を ど う切 り抜 け た らよ いか， そ

こか ら何 が学 べ るか， ど うす れ ば その結 果

もっ とキ リス トに近 い 人間 に なれ るか， と

い うこ との方 を考 え よ うと努 め て い ます 。

言 い訳 を捜 す か真正 面 か ら立 ち向 か うか，

あ きらめ るか 忍 耐す るか ，恨 み に思 うか 愛
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わたしたちは，四殖から患

難を受けても窮しない。途方

にくれても行き詰まらない。

迫害に会っても見捨てられ

ない。倒されても滅びないρ

(IIコリント4：8-9)

を示 すか， 自分 の取 る態 度は 自分 が決 め ま

す。 その選 択 で， 自分が どれ だ け救 い主 の

生 き方 に近 くなれ るかが わか るで しょ う。

使徒 パ ウロは逆 境 と昇 栄 との 関係 をよ く

理 解 して い ま した。 パ ウ ロは こ う言 っ てい

す。 「わた したちは， 四方 か ら患 難 を受 け て

も窮 しない。 途 方に くれ て も行 き詰 まらな

いo

迫 害に 会 って も見捨 て られ ない。倒 され

て も滅 び な い。

なぜ な ら， この しば ら くの軽 い患 難は 働

いて， 永 遠 の重 い栄 光 を， あふ れ るばか り

にわ た した ちに 得 させ るか らであ る。」(II

コ リン ト4：8-9，17)

た とえ 自分 の受 け て い る患難 が 「軽 くは

な く」， 「しば ら くの間 では な い」 として も，

キ リス トの模 範 に.ならい さえす れば， 自分

が力 を増 し， 立 ち 向か って い く決 意 を深 め，

また正 しい方向 に 向け て進 歩 して い るこ と

に気 がつ くはず です 。 困難 は どの よ うな も

の であれ ，私 たち を1歩 ずつ 天 父に 近づ け

て くれ るの です 。私 た ちに その 気持 ちが あ

れば 。
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ません。お父さんは,ク レート･ソ

ルトレークの谷に着く奪では,こ の

馬車が家になると言っていたのです

が,も し,こ こでこの古い馬車がこ

われでもしたら,ス ーザンや,ま だ

赤ちゃんのサラを連れて,ど うして

旅を続けるのだろうかと心配でたま

りません。

ほろ馬車の中は寒くて,き ゅうく

つだけれど,今 まで家族をあらしか

ら守ってきてくれました。それにゾ､

ルトレークで新しい生活を始める時

に鋤要な物を積むだけの広さもあり

ます。お父さんの道具,畑 を耕すす

きのは,割 れないように大切に包ん

だきれいなさら,は さみや糸,針 を'

入れたさいほうばこ,小 麦やトウモ

ロコシ,そ れに花の種もあります。

それでも,大 きな家具を入れるよゆ

うはなくて,き れいなけしよう台,

たんす,ス ーザンのベッドは売りに

出してしまうしかありませんでした。

ジェニーはノーブーのすてきな家

のことを思い出 しました。本当はす

22

っとそこにいたかったのですが,暴

徒たちに力すくで追い出されてしま

ったのです。でも,お 父さんは,い

つかロッキーの山の中で,平 和に安

心レてくらせる新しい家を建てる臼

が来ると言っていました。あらしは

やむようすもなく,ゴ ロゴロという

大きな音が草原にひびきわたり,風

がくらやみの中でうなり声をあげて

います。ジエニーはまくらに顔をう

すめ,Ψ 和で楽 しい□が早く来るよ

うにと心の中でつぶやきました。

その時です。｢ク イク リー姉妹!

クイクリー姉妹!｣と いうオレンス

レージャー兄弟の声がしました。何

か大変なことが起きたようすです。

ほろを通して,ラ ンプの光がゆれる

のが見えました。｢起きていたら急い

で来て下さい!子 供が産まれそう

なんです!｣

｢わ かりました!す ぐに行きま

す!｣と 返事をするが早いか,お 田

さんは大急ぎで着がえを始めました。

ジェニーはその時,ハ ッとしました。
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強いと信じていました。

｢スーザン
,お 願いだから,静 か

にして｣と 言うのですが,と ても泣

きやみません。そうしている内に,

今度は赤ちゃんのサラが目を覚まし,

同じように泣き始めました。

あらしもひどくなる一方です。ほ

ろにたたきつける雨の音はおさまる

気配もありません。夜のやみをつん

ざくようないなすまとかみなりの音

に,ジ エニーの体は冷たい氷のよう

にこわばりました。もう妹たちをな

だめているどころの話ではありませ

ん。｢お 田 さんあんなこと言ったけ

ど,わ たしだってこわいのよ!わ

たしに何ができるっていうの!｣

と泣きさけびたい気持ちでした。

その時です,ノ ーブーをはなれる

前にお父さんが言った言葉が心にう

かんできました。｢生 きて行く[Pに は,

さびしいことも,お そろしいことも

ある。それに,ひ とりだけではとて

もできないと思えることでも,自 分

の力で何とかしなくぢゃならない時
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もある。でも,た とえお父さんやお

田さんがいなくても,決 してひとり

ぽっちじゃないんだ。困った時には

天のお父様が助けて下さる。こわい

ことがあってもそうだ。ひとりぽっ

ちだって,安 心していられるんだ。

ジエニーがしなくちゃいけないのは,

神様に助けを求めていのること,そ

うすれば神様は聞きとどけて下さる

んだ。｣

ジェニーは気持ちを落ち着けよう

としながら,き ちんとひざますきま

した。そして,あ らしの間,3人 を

祝福して,神 様がいっしよにいてく

れるようにと,心 からいのりました。

いのりを終えてふとんの中に入る

と,間 もなくふたりの妹は静かに目

を閉じて眠ってしまいました。ジェ

ニーはそのそばに横になりながら,

暖かで,と てもよい気持ちがわき上

がって来るのを感じました。そして

ジエニーも,い つの間にか気持ちよ

さそうなね患をたて始めました。

雪
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たので,ハ イ ドンは学 費 をえ るため

に教 会で歌 いま した。音楽 の勉強の

ためな ら何 で もよろこんで したので

す。

ハイ ドンは一生け んめ い勉強 して,

やがて作 曲を始め ま した。 そ して,

大 きなオー ケス トラのため に書いた

作品で有名にな りま した。 それ らの
こ うき ょう きょく

作品は｢交 響 曲｣と よばれてい ます。

ハイ ドンの作 曲 した交響 曲は,ほ か

の音楽家 たちにたいへ ん気 にい られ
が くせい

ま し た 。 そ れ で ハ イ ドン は,｢楽 聖 ハ

イ ドン｣と か1｢交 響 曲 の 父｣と よ ば

れ ま し た 。

ハ イ ドン は ,い つ も ゆ か い で,茶

目 っ 気 い っ ぱ い の 人 で し た 。 あ る 日,

ハ イ ドン は オ ー ケ ス トラ の 練 習 に 出

か け る と,全 員 に お も ち ゃ の 鳥 や ド

ラ ム,ト ラ ン ペ ッ ト,ガ ラ ガ ラ,笛

を くば り ま し た 。 そ れ か ら新 し い 作

品 を わ た し ま し た 。 み ん な は ハ イ ド

ン が ふ ざ け て い る の だ と思 い な が ら

も,ハ イ ドン の 言 う と お り に お も ち
えんそう

やの楽器 を使 って演奏 しました。｢お

もちゃの交響 曲｣は,こ の よ うに し

ては じめて演奏 され たのです。 この

曲は,い つで も聞 く人の心 をたの し

くして くれ ます。
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ある 日,ひ と りの 肉屋がハ イ ドン

の ところに きて,む すめの結婚 式の

ため に何か 作曲 して くれ るよ うにた

のみま した。ハ イ ドンは よろこんで

引 きうけ ました。そ して,次 の 日に

は もう曲が で きてい ました。ハ イ ド

ンはその曲 をメヌエ ッ トとよび ま し

た。 メヌエ ッ トとは,ゆ うがな ダン

スの ための音楽 です。

数 日たって,ハ イ ドンの家のす ぐ

前 の通 りか ら音楽 が聞 こえて きまし

た。 それは,ハ イ ドンには耳なれた

しらべ で した。 まどの外 を見 ると,

つの を金色 にぬ り,大 きな花 の首か

ざ りを した,大 きな 白い牛が 見え ま

す。牛 はオー ケス トラの前に立って

.い ま した。 オニ ケス トラは,ハ イ ド

ンが結婚式 のため に書 いた曲 を演奏

して いたの です。

演奏がお わる と,あ の肉屋 がハイ

ドンにお礼 を言 いにや って きました。

肉屋は,し んせつ に曲 を作 って くれ

た ことを感謝 して,ハ イ ドンにその

大 きな白い牛 をお くりました。 その

ときか ら,こ の 曲は｢牛 のメヌエ ッ

ト｣と して知 られ るよ うにな りま し

た。
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こうつう まも じ こ

交通きそくを守らないと事故が
お

起きることを,お まわりさんが
せつめい

説明しています。

しんこう と

信号ではちゃんと止まりましょう。

ひと

歩いている人が

渡り終わるまで

待ってあげるんだよ。｣
こん ど ただ て しんこう

今度は正しい手信号のかくにんです。
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す べ て の会 員 は宣教 師 です ・
「その通 りです

， 私 も宣 教 師 にな りた

い とは思 い ます が， ど うも きま りが 悪 くて

'四'"
o」

「む ず か し い で す ね
。」

「福 音 を無 理 や り人に押 し付けた くないな
。」

それ で は， 学校 で 勉強 を しなが ら， 教会

や福 音 の 原則 をた くさ んの友 だ ちに紹 介す

るに は ど うす れ ば よい で し ょうか 。何 か簡

単 な方 法 が あ るで し ょ うか。

福音を分かち合う簡単な万法

デ ィー ・V・ ジ ェ イ コブ ス



羅講.熱 ン

難
∵範

すべての教会員が宣教師であること

は，広く理解されている。……教会員

は世の光であり，その光を耕の下に陪

すのではなく，すべての人がそれによ

って導かれるように，山の上におかな

、ければならない。

カ リフ ォルニ ア州 の ウ ォル ナ ッ トク リー

クに住 む カ レン ・ジ ェイ コブ ス とスー ザ ン ・

ジェィ コブス は，伝 道 が楽 しい もの で あ り，

また多 くの恵 み を もた ら して くれ るこ とを

知 りました。事 の始 ま りは， カレ ンが5年

生.で， デ ンマ ー クの コ.ペンヘ ー ゲ ンに あ る

ア メ リカン ス クー ル に通 って いた頃 の こ と

です 。 カレ ンはア メ リカ 史につ い て大が か

りなレ ポー トを書 くため に， テーマ を探 し

て い ました。 教師 か らは 蜘 注や 参考 文献 一

覧表 ， 引用 カー ドの 作成 をは じめ， 口頭 に

よ る発表 な ど，す べ て の こ とを行 な う よう

に求 め られ ま した。一 番 頭 を悩 ませ た の は，

テーマ を選ぶ こ とで す。 そん な時 に両 親か ，

ら，モ ルモ ンの西 部移 住 に つ いて レ ポー ト
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を書 いては ど うか，.と勧め られ ま した。

「それが い い わ。」 カ レンは 言 い ま した。

ひ とたび 書 き始め て み る と， それ は どの

よ うなテー マ よ り も書 さ昂 い もの で した。

この テーマ で した ら両 親か ら助 け て もらえ

ます し， 自分 自身 も興 味 があ ります。 また，

初 等協 会や 日曜学 校 で もこの テー マ につ い

て学 んで きま した。

クラ スの 中で モル モ ンにつ い て十分 な知

識 を持 って い る人は ほ とん どい ませ んで し

た。 みん な の興 味 を引 くよ うな事 柄 をた く

さん 取 り入 れて 発表 を したの で， そ れか ら

数 カ 月の 間活 発 な討 論が 展開 され ま した 。

しか も， 成績 は 「A」 を も らいま した。

この よ うな伝 道方 法が ある こ とに 気づ い

た カ レン とスー ザ ンは， 多 くの機 会 を とら

え て様々 な形 で この方法 を活用 しま した。

た とえば ，18歳 の スーザ ンは， 科学 の時 間

に喫 煙 の作 用 につ いて取 り上 げた時 に， み

ん なの前 で子 牛 の心 臓 を解剖 して関 心 を集

め ました。.(心臓の 働 き.につい ての説 明や 切

開方 法 につ い ては ・.ジョー ジ ・ワシ ン トン.

大学 医学 部 学生 の マ イロ ・ア ン ドラ スに教

え℃ も らい， 手術 用 の手袋や メ.スも彼 か ら

借 りま した)小 柄 な一 少女 が行 な っ た この

鮮 烈 な発表 に， ク ラスの生 徒 は深 い 印象 を

受 け ま した。 それ と同時 に生徒 たち は， 知

恵 の 言葉 につ い て力 強い 説明 を聞 い たの で

す 。 成績 は 「A」 で した。

心 臓の レッ スン.が非常 に好 評 だ ったの で，

カ レンは 麻酔 薬 の作 用に 関す る研 究 発表 会

で子牛 の 脳 を使 い， 賞 を獲得 しま した。 こ

の 時 も， 健康 に 関す る主 の律 法 の一 節 を分

か りや す く説 明 しま した1

カレ ンはバ ー ジニ ア州 アー リン トンに あ

る ワシ ン トン ・リー 高等 学校 の1年 生の 時

に， 歴 史の本 の 中 に予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ



ズ と教 会 の 品位 を傷 つけ る絵が 掲載 されて

い るの を見つ け て憤 慨 したこ とが あ りまし

た。 そ こに は， ジ ョセ ブ ・ス ミスが地 中に

埋 め られ た 宝 を求め て あ ち こち渡 り歩 く農

夫 として描 かれ て い たの です。 教 師 にその

誤 りを指 摘 す る と， 初期 の教 会歴 史 につ い

て ク ラス で発表 してみ て は ど うか， とい う

話が 返 っ て きま した。 カ レ ンは不安 を抑 え

て承 知 しま した。 そ して最 高 の レポー トを

完成 しま した。 ジ ョセ ブ ・ス ミスの物 語 に

2，3の 出来事 を加 えて， 真 実 だけ を取 り

上 げ ま した。 発表 に は授業 時 間 をすべ て使

い ましたが ，終 わ る とす ぐに 教 師か ら，午

後 の クラスで も同 じ発表 をす るよ うに頼 ま

れ ま した。 深 い ところ をつ いた 質問 が た く

さん 出て， さ らに詳 し く説明 して もら うた

め に宣 教 師 を招 待 す るこ とに な りま した。

800人 の卒 業 生 の 中で 末 日聖 徒は わず か

に3人 しか い ませ ん で したが ，3年 生の 政

治の クラ スでは， 教 会 をテー マ に した研 究

発表 を4回 も聞 くこ とが で きま した。協 同

制 度 につ いての カ レ ンの発表 ，知 恵の言葉

の栄 養面 につ いての マ イ ク ・ミラー の発 表，

教会政 体 につ いての マー ク ・フ ォー シスの

発表 ， そ して.もうひ とつ は，教 会 員 では な

い生 徒 に よる発 表 で した。 そ の生徒 はワ シ

ン トン神 殿 の一 殺 公開 に招待 され て感銘 を

受 け， 末 日聖徒 の友 人の手 を借 りて， 神殿

を建 て る民 と して の モル モ ンにつ い て発表

した のです 。 壼

カレ ンや スーザ ンをは じめ ， この よ うな

伝 道方 法 を試 み た生徒 た ち は， 多 くの 人々

に 影響 を与 え るこ とが で きた こ とに 大満 足

で した。事 実， モ ル モ7で あ るご とを学校

中の 人に知 られ る.ようにな りま した 。 ワ シ

ン トンD.C.の 郊 外 に位 置 す.る この 学 校

では ，外 交官 や 国会議 員，.軍人， 国家公 務

員 な どの 息 子や 娘が 生徒 の 大半 を占め て い

ました。 に もか か わ らず，麻 薬 の濫 用，乱

暴 な言葉 ， 不道 徳 な行為 ， 無秩 序な.服装 な

どが い た る所 で見 られ， 標 準や理 想 な ど と

い った言 葉 に は縁 の ない生 徒が ひ しめい て

い ま した。 しか し， ご く少数 の 末 日聖 徒 は，

彼 らが信 じて い るこ とも含 め て， 教 師や生

徒か ら認め られ，尊 敬 を受 け ま した。だ れ

か ら も笑 い ものに され た り，か らか われ た

りするこ とはあ.りませ ん で した。 事 実， 「モ

ルモ ンは そ うい うこ とを しな いん です」 と

言 え たの で，不 健 全 な遊 び を簡 単 に避 け る

こ とが で きま した。

こ の よ うに 進 んで福 音 をテー マ に した研

究 を行 な い， 末 日聖徒 の教 え を広 め ま した

が， おそ ら くこれ らの経験 が 基 にな って，

カ レンは ブ リガム ・ヤ ン グ大学 の特 待生 で

あ りなが ら現 在学 業 を中断 して スペ イン で

伝 道 し， スー ザ ン は2，3カ 月後に迫 っ た

宣教 師の 召 しを待つ こ とに な ったの で しょ

う。

主 の偉 大 な予 言者 は， すべ て の教 会貝が

宣教 師 となる よ うに求め て い ます。 もしす

べ て の末 日聖 徒 の学 生 が教会 につ い て毎年

ひ と.つの レポー トを書 くか， 研 究発表 を行

な うとす れ ば， 教 師や 生徒 た ちに どれほ ど

の影 響 を与 え る こ とにな るか， 想像 で き ま

すか 。教 会 員が 大 勢.いる地域 で さえ， 多 く

.の非 教 会 員は福 音 の教 え につ いて の末 日聖

徒 の発表 を直接 耳 に した こ とはな いの です。

こり伝 道方 法 に よ り歩み を速め ， キ ンボー

ル大 管 長 の期 待 に応 え るのが何 と容 易 にな

るこ とで しょ うか 。ぜ ひ 試 して下 さい。 そ

れ が で きな い 人は， 愛す る予 言者 のオ フ ィ

.スに掲 げ られてい る座 右銘`Doゴ'!"(実 行せ

よ!)を 思 い浮か べ て下 さ.い。 ・
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ヨ ツ ト デ ビッ ド ・ハモ ン ド

「落 ち着け!・.自 分自身にそう言い聞か

せ るの だが ， 気が つ いてみ る と，指

が いす の細 いひ じか け を小刻 み に た々 いて

い る。 上体 を よ じらせ て右 の方 を見 る と，

ラ イ トブ ルー の壁 に は大 管長 会 の写真 が 飾
さい

られ てい た。 「落 ち着 け，も う審 は投げられ、

たの だ。」

や がて， 聞 き覚 えの あ る声 が廊 下 を隔 て

た書 記室 の方 か ら聞 こえて きた。 その声 が

次 第 に大 き くなっ て， ドア か ら笑顔 がの ぞ

い た。「.やあジ ェ フ， 元 気か い。」

「え え， 元気 です 。」.そう快 活 に 答 え た

もの の， 心 の 中か ら別 の 自分 が 顔 を出す 。

「一 体お 前 は こ こで何 をして い るんだ?」

ス ミス監督 は重 そ.うな いす をデ ス クの後

ろか ら持 ち上 げて私 の 脇 に置 き， 深々 と腰

をお ろ した。大 柄 な 人で あ る。太 って い る。

笑 うと， 体 全体 が 笑 う。私 ば， 彼 の体 か ら

発散 され る温 い光 に 包 まれ なが ら， こ う切

り出 した 。「監 督， ど うも思 ったように うま

くい き ませ ん 。先 月話 し合 った こ とにつ い

て い ろ いろ と考 えて はみ たん です が，正 直

言 って，伝 道 に 出 るのは 無理 です ね。」

「自分 で考 えて無理 だ と思 うわけ だね。」

「え え。今22で す か ら， 帰 る と24歳 です。

年 を取 り過 ぎて ます よ。」

「年 を取 り過 ぎて い る って
，何 の ため に

?」

「監督
，御 存 じで し ょう。 私は 州立 大学

の農 芸科 を優 秀 な成 績 で卒 業 しま した。 ゴ

トリー ブ教授 の上 級 植物病 理 学 のゼ ミで 四

苦 八苦 して い た時 に まだ高校2年 だ った よ

うな連 中 と詔 緒 に伝 道生 活 を送 る なんて ま

っ ぴ らです よ。 私 は小麦 の胚 種 につ いて，、

どん な こ とで もわか るん です よ。」

監 督 は じっ と私 の顔 を見づ め て.いたが，.

や が て， 身 を乗 り出す よ うに して， 静か な

口調 で こ う言 った 。「それ が本 当 の 理 由 な

のか ね 。」

私 は 返 答に窮 した。 て っ き りこぼ れ る よ

うな笑 顔 で承 諾 して くれ る もの と思 っ てい

たか らで あ る。「え，え え，大体 は… …」 私

「先日話し合つたことについていろいろと考えては

みたんですが，正直言って，伝道に出るのは無理で

すね。」

33



は ど もりなが ら 「つ ，つ ま り， 基本 的 に は

そ うです」 とつ け加 えた。

「ジェ フ， 私 た ちは これ まで何度 か こ の

こ とにつ いて真 剣 に話 し合 っ て きたね 。 こ

の基本 的 な理由 の ほか に何 か理 由 として あ

げ る ものが あ った ら， 言 って くれ な いか。」

監督が 背 もたれ に寄 りかか る と， いす が キ

ー ッ と音 をた てた
。

「ええ?も うお わか りで し ょう
。 私 は こ

れ までの 人生 で， 決 して最 良 の決定 ばか り

をして きた とは 言 え ませ ん 。7年 間 不 活発

で通 した こ とは何の 益 に もな りませ ん で し

た し… …。 そん な私 が求 道 者 に， 日曜 学校

が大好 きです， とか ，知 恵の言 葉 の大切 さ

を身 を もって体 験 して きま した， とか ど う

して言 え るで しょ うか 。 目標 ， 主 に対 す る

忠誠， 証。 とて も じゃな いけ ど， そん な こ

と話せ ませ ん よ。」

「改 宗 した 人な らだ れ で も証 は あ る し
，

目標 や 主 に対す る忠 誠 とい うこ と も体験 し

私の親は理解のある方で，これま

でどんなことでもよく話し合って

きた。私が神権会そして日曜学校，

そして教会そのものにまったく行

かなくなった時でも，彼らは何も

言わなかっただろう。でも私は彼

らの愛をひしひしと感じていた。
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て きて い るは ず だ よ。 それに みん なが み.ん

な 活発 で通 して きて い る とは 限 らな い。」

「で も彼 らは仲 間 に加 わ るこ と を選 び ま

した。 離れ るこ とで は な くて。」

「君 は戻 るこ とを選 ん だだ ろ う
。」

私 に は返 す 言葉 が なか っ た。 聞 こ えて く

るのは 廊下 の ざわめ きだ け。

少 し して， 監督 が静 か な 口調 でこ う言 っ

た 。「君 の 気持 ちが まだ よ く理 解 で き な い

な。 自分が ふ さ わ しいか どうか で悩 ん.でい

るのか な。」

私 はきっぱ りと言 った。 「監督 ，私 は 人生

の再 ス ター トを切 りま した。 もう何 も隠 し

だ てす るこ とは あ りませ ん。私 は 主が 私の

こ とを愛 して下 さっ てい る こ とを知 って い

ます し，私 も主 を愛 して い ます 。 で も聖餐

会や 総 大会 ， その ほか どの よ うな場 所 で も

そ うなん ですが;私 に は， 主が 宣教 師 とし

て最 も強 い， 最 も信頼 のお け る， とに か く

ベ ス トの 人物 だけ を求 め てお られ る よ うに

思 え るんで す。」

「な.るほ ど。 少 し謎 が解 けて きたか な。」

監督 は 少 し間 を置 く と， 両 手 の太 い指 をか

らませ なが ら言 っ た。「この こ とにつ いてお

父 さん に も う話 して あ るの か い?」

「ほ んの 少 しだ けです 。 ほ とん ど話 して

い ない と言 っ た方 が いいか もしれ ませ ん。

今 晩 ここに 来 る とい うこ とは話 しま したけ

ど。」

「ジェフ
， お 父 さん に話す べ き時 が 来た

ん じ ゃないか な 。私 は君 の お父 さん をよ ぐ

知 って い る。 い い方 だ よ。 お父 さん と話 し

た ら.また会 お う。 いい ね。」

こ うして監 督 との面接 は， まっ た く予 想

もしな い方 向へ展 開 してい った。 ど うす れ



ば 良 いの だ ろ うか 。「わか りました。」 私 は

一 応 そ う答 える と席 を立 っ た
。 監督 は ドア

の 所 ま で来 て握手 をし，そして 言 った。「ま

た私 に会 い に来 る こ とを忘 れな いで ね。」

教 会 を出 た私 は， 友達 と会お うと思 った。

そ うだ， 大学 の 温室 へ行 こ う。 大学 は もう

卒 業 してい たが， まだ ゴ トリー ブ教 授 の ヒ

マ ワ リの研究 の 手伝 い を して いたの だ 。

温 室 に入 る と心 が安 ら ぐ。中 に はだ れ も

い なか った 。 そん な時， いつ も心 に浮 かん

で くるのは今 までの 自分の 人生 の こ とだ。

私 の親 は理解 の あ る方 で， これ まで どん な

こ とで もよ く話 し合 って きた。 私 が神 権会

そ して 日曜学 校 ， そ して教 会 その ものに ま

.った く行か な くなっ た時 で も， 彼 らは何 も

言 わ なか った。 もち ろん心 中穏 や か では な

か っ ただ ろ う。 で も私 は， 彼 らの愛 をひ し

ひ し と感 じて い た。 だか ら彼 らのそ うした

気持 ち を無 視 した こ とは 決 して なか った。

ただ， 学校 が忙 し くな って次 第 に教 会か ら

足が遠 の い たの で.ある。 だか ら， ふ た りの

偉 大 なホ ーム テ ィー チ ャー のお かげ で教 会

に戻 るよ うにな っ た時 も， その ことにつ い

て とり立 て て 口にす るこ と もな か った。 思

い 出すの は， イ ンステ ィテ ユー トの 集 ま り

に一 緒 に行 って くれ るよ うに父 に頼 ん だ時

の こ とで ある。 父 は しば ら くポ カ ン として

い た。 そ してこう言 っ た。「お前 ，本 当に行

.くの か。」

家 に帰 る と電 気が 消え てい て，車 もなか

った。 しか し， 裏庭 の電 気 がつ いて いるの

が 目に 入 った。 車 をお りて裏へ まわ る と父

が い た。 自慢 の ヨ ッ トの手 入 れ を してい る。

子供 の 頃， 北 の方 に あ るロ レイ ン湖 に よ く

出かけ た もの だ。 ヨ ッ トはあ ま り大 き くな

い の で，一 度 に ひ と りしか乗 れ ない。 何度

も何度 も転 覆 して， ヨッ トの上 よ り も水の

中 で過 ごした時 間 の方 が長 い くらいだ 。で

も今は ，皆 成 長 して それ ぞ れに忙 し くな り，

ヨ ッ ト遊 び もあ ま りしな くな った。

しか し， 子 供 が皆 家 を離 れた今 ， 父は ま

た ヨ ッ トに凝 り始 め た 。つ い数週 間 前 も，

ペ ンキ塗 りを手伝 わ された ばか りだ っ た。

「よ うそ ろ!」

「何 だ， び っ くりす る じゃないか 。 ち ょ

うどい い，手 伝 って くれ ないか 。」

「オー ケー
。 ち ょ うどこの辺 を通 りかか

って， ち ょっ と寄 っ た方が いい と感 じたん

だ よ。 お母 さんは?」

「あ あ
， 近 所の家 に行 って る よ。 ス ミズ

監督 と会 った のか?」

「何 か遠 まわ しな 質問 あ仕 方 をす る じゃ

な い?」

「悪 か った 。 いや， ち ょう どお 前 のこ と

を考 えて い た もんだ か ら。 ほ ら， ここの と

「お前が決めなくちゃいけない。

お前と神様との問題だ。自分の将

来について，また伝道のことにつ

いて神様と語り合ったことはある

のかい(P」
「答えがあると思う(P」

「約束するよ。」
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こ ろ， やす りをかけ て くれ ないか 。」 父 はそ.

っ言 って， 目の細 い黄 色の 紙 や す.りを差 し

出 した。 、

「お父 さん
， どん な こ と話 した か知 りた

いの?」 私 はや す.りを動 か しな が ら尋ね た。

「年 を取 り過 ぎて い る と言 ったのかい?」

「そ う
。」

「それ で監督 は まん ま とわ な には まった

かな?」

ふ り向 くと， 父はニ ヤ リと した。私 は 言

っ た。 「いや ，監督 は ちょっとや そ っ とでは.

わ なには ま らな いよ。 お 父 さん もそ うで し

ょう。」

「そ うだな
。 で， お 前 は ど うす るつ も り

なん だ。」

私 は船 尾 の方 に まわ っ て腰 をおろ した。

「わか らない な
。どうした らいい と思 う?」

「大切 なの は
， お前 が どう考 え るか だ 。

お前が決 め な くちゃ いけ ない 。 お前 と神様

との問題 だ 。 自分の 将 来 につ い て， また伝

道の こ とに つ いて神 様 と語 り合 った こ とは

あ るの か い?」

父の その 言葉 は， 胸 に重 くの しかか って

きた。「いや ， まだ 。」小 声 で そ う答 えたつ

もりが， や け にあ た りに響 く。 それほ ど静

寂 だ った。

「何力1そうで きない理 由 が あ るのか な
。」

「答 えが な いん じゃな いか と思 って ね
。

前 に裏切 って るか ら。」

父は黙 って またや す りをかけ 始め た。 見

上 げ る と，宵 の 明星 が きら き ら と輝 いて い

る。

「ど うだ， きれい に な った じゃないか 。」

ふいに 父 は そ う言 った。 「ほ ん と， 見事 だ

ね。」
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「どうだ， また湖 に行 くか 。」.

「ああ
， いつ で もいい よ。」

「また 沈む か もしれん ぞ
。」

「また それ を言 う
。」私 は 笑 った。 「今度

は大丈 夫 だ よ。」

「いや
，.前例が 前例 だ か らな。」

「で も見て よ
，・お 父 さん。」 私 は言 っ た。

「こんな素 晴 らしい ヨット
，、ほかに もあ る?

これ を操 れな か った ら男 じゃな いよ。」

そ れか ら， 私 は父 の 目を まっす ぐ見 て言

った。 「お 父 さん，僕 に何 か言 い たいこ とが

あるんで しょ う。」

「ジェ フ
， 失 敗 は だれ にで もある。 問題

は その 人が 初心 に返 って もう一 度や り直す

か ど うか だ。」

「そ うだね
。」

「ど うだい
， 主 に尋 ね てみ た ら?」.

「答 えが あ る と思 う?」

「約束 す るよ
。」

「あ り.がとう，お 父 さん。」私 は，「まだや

す りを握 って い る父の手 を見つ め なが ら，

そ う答 えた 。

「そ うだ
， お 祈 りをす る前に 断 食 を した

方が い いか も しれ な いな。 お父 さん お母 さ

ん も：喜ん で一 緒 に断 食す るよ。」

ア パー トへ の 帰 りの車 の 窓か らは， 満 開

の リン ゴの花 が 月明 か りに ほの 白.く浮か び

上 が るの が 見 え る。 そ して何 と も言 え ない

香 りが あた りに漂 って い る。 そ うだ， 断 食

をす る前 に 片付 けて おか な けれ ばな らな い

こ とがあ る。.まず監 督に電 話 をす るこ とだ。

監 督 は，思 った よ り早 いの で驚 くか もしれ

ない。 で も， 今度 は きれ い さっ.ばり， 何 の.

口実 も考 え な くて よ さそ う だ。



私 が一 番 勇気 づ け られ・ 奮 い立 た され る

経 験 は， 自分 の こ と を本 当 に理解 して

い る若 老 と出会 うこ とで す。 自分 が どの よ

っな 人間 に なるつ も りか を決心 し， み こ こ

ろにか な うよ うな神 の子 とな るため に勇 気

を もって社 会 の圧 力 に打 ち勝 って いる若者

に出 会 うこ とです 。私 は そ の よ うな若者 に

会 う と， 自分 の証 だ けで な く， 将 来 に対す

る確 信 と信 頼 まで も強め られ るの を覚 え ま

す。

あ る時私 は， ひ と りの 若 い水兵 に会 い ま

した。 彼 は ス コ ッ トラ ン ドに基地 を置 く原

子 力潜 水艦 の 乗組 員 で， しか もただ ひ と り

の 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 会員 で

山 の上 の あ か り

管理監督
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した。 その潜 水艦 は， 何 週 間 に もわ た る長
`
い航 海 に出 るの が習 わ しで した。 この 若 い

教会 員 は， 彼に とって初 め て の巡航 で持 ち

場 を割 り当 て られ た時， 持 ち場 の 壁 いっ ぱ

いに肌 をあ らわ に した女 性 の写 真 が貼 っ て

あるの に出 くわ しま した。 前 に他 の乗 組 員

が貼 ったの で し ょう。彼 に は不 快 な もの で

した。彼 は その 写真 を全 部 は ぎ取 る と， 破

り捨 て て しまい ました。 他 の乗 組 員の 反応

が気 に はな りま したが， そ れ で も 自分 が こ

うす べ きだ と思 っ た こ とは 実行 す る勇気が

彼 には あ ったの です 。 それ か らは，1枚 も

その ような写 真 が貼 られ るこ とは あ りませ

んで した。実 際 の ところ， そ の最初 の 巡航

で， 彼 は乗 組員 が2，3人 出席 す る 日曜学

校 の クラス を教 え る よ うに な りま した。 そ

して大切 な教 訓 を学 び ま した。 そ れ は， 概

して， 人は 自分 の正 しい と信ず る ところ に

従 って行 動す る人， つ ま り自分 が正 しい と

思 って い るこ と を恐 れず 実 行す る人 に敬 意

を払 う とい うこ とで す。

また あ る時に は，14歳 の 超一 流 少年 テニ

ス選 手 に会 い ま した。 この 少年 は， 幾つ か.

の州 が参加 す るあ る地域 の テニ ス トー ナ メ

ン トに お いて， 全試 合 に勝 利 を収 め ま した。

そ して， 遠 くあ町 で行 なわ れ る予定 の非 常

に大 切 な トー ナ メ ン トの 準決 勝 戦 まで勝 ち

進み ま した。 試合 の行 なわ れ る町 に着 く と，

彼 は 自分 の試 合が 日曜 日に予 定 されて い る

こ とを知 りま した。 彼は 審判 員の ところへ

行 くと， 自分 は 日曜 日に テ ニ スは しない と

話 しま した。 当 然の こ とな が ら，彼 は， も

しこの トーナ メン トに参加 したけれ ば， 日

曜 日で も試合 をす るはず だ と告 げ られ ます 。

彼 は， 試 合 に出 なけ れば 試合 を放 棄 す る こ
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とにな る こ とを承知 の上 で， もう一 度， 日

曜 日に試 合 をす る訳 に は いかな いこ とを話

しま した。 とこ ろが た また ま 日曜 日は雨 で，

試合 は順 延 とな りま した。 彼は 月曜 日に試

合 に臨 み， 見事 勝 利 を手 に しま した 。

それか ら彼 は， 全大西 洋 沿岸地 区 の選 手

権大 会 に 出場 す るため， 他 の出場 者 た ち と

共 にバ ス で別 の大 きな町 に 向か い ま した1

一 行 は， 日曜 日に大 会 の行 な われ る町 に着

きま した。 到着 す る とす ぐ， コーチ は選 手

た ちに コー トに出 て練習 をす る よ うに命 じ

ま した。 しか し， この 少年 は コー トに 出て

行 き ませ ん で した。 そこ でコー チは 彼 に，

なぜ 練習 を しない のか とた ずね ま した。，彼

は， 「僕 は 日曜 日に テニ ス は しない ので す」

と答 えま した。 す る とコー チは その理 由 を

聞 き ま した 。彼 の答 え は こうで した 。「僕 は

モル モ ン なん です。」

彼 は何 よ り も自分 の クラスの選 手 権 を取

りたか った のだ ろ うと思 います 。 しか し彼

は，、安 息 日を聖 く守 るこ とが， テニ ス で優

勝 者 に な.るこ と よ ワも もっ と大切 だ と自分

で決 め たの です 。彼 は 自分 とい うもの を知

り，教 わ っ た原 則 に したが って 生 きる勇 気

と信 念 を持 って い ま した。.そして， 周囲 か

ら何 と言 わ れ よ う と， 自分 な りの決 断 を下

したの で した。

この よ うな例 もあ ります。 あ る ロー.レル

クラスの 会長 は， 自分に 課せ ら.れた責 任 を

果 た そ う とひ と りの姉 妹 を活発 にす る決心

を し ました。 そ の姉 妹は1指 導者 か らさえ

ほ とん ど望 み が な い と思 わ れて い ま.したご

監 督 は彼女 に， 家庭 の事情 や そ の他 の理 由

か ら， その姉 妹 が教 会に 来 る見込 み は まず

ない だ ろ う と話 しま した 。 クラ スの姉 妹 た



ち も， そ の姉 妹 が 教会 に もど って くる よ う

に助 け るこ とが ク ラス会長 の 目標 の ひ とつ

で あ るこ と を知 ると， ばか に して笑い ました。

それ に もめ げず， この クラス会 長 は， そ

の姉 妹 と友達 にな る決心 を し ました。 そ し

て， 近 くに住む姉 妹 に助 け を求 め ました。

ふ た りは まず， そ の姉妹 を見かけ る と必ず

声 をか け， 少 しの時 間 で.も話す こ とか ら始

め ま した。 それか らそ の姉妹 を訪 問す る た

め の 口実 をさが しま した。 そ んな時 ， 彼女

が 高校 の レス リン グチー ム の応援 団の一 員

に 選 ばれ たの です 。 クラ ス会長 は， さっ そr

くお祝 いの カー ドを添 えた花 をそ の姉妹 に

届 け ま した。 この よ うな働 きか けが3～4

カ 月続 き ました。 そ して ，や っ とあ る 日曜

日， その姉 妹 が招 きに応 じて 日曜学校 に 顔

を見せ て くれ たの です 。 翌週 も彼女 は 日曜

学校 に出 席 し ました 。.さらに， その週 は ミ

ュー チュ アル に も集 い ま した。 これ は， ひ

と りの ロー レル の姉.妹が， そ.の勇気 と信 仰

に よ って同年 齢 の姉 妹 に教 会 に も どる第一

歩 を踏み 出 させ た例 です 。

次 は， 知 恵 と勇気 と.信仰 が， ひ と り.の若

い姉 妹の 生 活に 表 わ されて い る例 です 。 と

の女性 は仕 事 で大 変 成功 し.てい ま した。 し

か し，一 般 に結婚 適 齢期 と言 われ て いる年

よ りは 少 し年 を取 って い ま した 。 彼女 は も

っ と若 い時 に， も し結婚 す るな ら絶 対.に神'.

殿で しよ う と決心 して い たか らです 。 彼女.

が住 ん でい た地域 に は， 独 身の 男性 教 会貝

はほ とん どい ませ ん で した。.私は， 彼女 が

もう結婚 をあ き らめ た もの と思 っ てい ま し

た。 ところが あ る 日， 彼 女 は ひ と りの若 い

男性 と出会 い ま した。 その 男性 は教 会 員で

はあ りませ ん で したが， 彼女 は 彼 と交際 し

ま した 。 そ して， ふ た りは互 いに愛 し合 う

よ うに な りま した。彼 か ら結婚 の 申込み が

あ った 時， 彼女 は， 自分 も彼 と結 婚 したい

こ と，そ れ も どう して も神 殿結婚 を したい

こ と を話 し ま した 。彼 は宣教 師か らレ ッス

ン を受け るこ とに 同意 し，や が て改宗 して

バ プ テ スマ を受 け ました。 ふ た りは，神殿

で結婚 す るの に ふ さわ しい生 活 を しなが ら

1年 間待 ちま した。 結婚 式 の 日， 私 は彼女

の 姿 を見 て， こん なに も美 し く幸せ な花嫁

さん は いな い と思 い ました。 彼女 はず っ と

以 前か ら，.どう して も永 遠の祝 福 に あずか

るの だ と決心 して い ました。 そ して この 日，

ど うに もな らな い障 害が あ ったに もかか わ

らず， この最 も大切 な永 遠の 目的 を達成 し

た とい う言 い知 れぬ 気持 ち を実感 と して味

わ っ たの です 。
ご

今 日の社 会 は， どこへ行 って も矛 盾 で混

乱 してい ます 。 その よ うな中 で， 人生 に 目

的 と方 向 を持 って い る 人は老若 を問 わず，

本 当に幸 せ な 人 です。 以上 の例 は， 本 当の

自分 を知 った 時に 若者 に何 が で きるか とい

うわずか の例 にす ぎませ んが， 彼 らは実 際

に 周囲 の 人々 みん な に とって 山の上 の あか

りにな っ てい ます 。すべ ての若 い末 日聖徒

が， 勉強 と祈 りに よ って救 い主 と自分 との

真 の 関係 につ いて， また福音 に つい て証 を

得 る こ とが， 私 の望 み で あ り心 か らの願 い

です 。 そ うなれ ば， 教 会の若 人は，社 会 に

対 して今 以上 に 多大 な善 い影 響 を及 ぼす存

在 とな るで しょ う。 また それ と共 に， 天 父

か らのみ 得 られ る， 「人知 では とうてい測 り

知 るこ との で きな い」(ピ リピ4：7).心 の.

平安 を得 るこ とが で きるで しょ う。
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誌 、る さとの野 山が 明 る くさわや か な春 の

息 吹に 包 まれ た頃，，マ イケ ル ・C・トル

マ ンは ア イダホ州 サ モ ンの 小 さな安 ら ぎの

墓 地で 永い 眠 りにつ い た。墓 石 に は 「1957

年5月25日 生 ，1979年5月1日 没」 と刻 ま

れてい た。マ イ ク ・トル マ ンは， ア イ ダホ

州 中部 にあ る牧場 の6人 兄弟 の3番 目 とし

て生 まれた。 馬 に乗 る こ とや ハ イ キン グ，

キャ ンプが好 きな青年 だ っ た。

マ イ クは宣 教師 に な り， す ぐれ た働 きを

した。 家族 に 寄せ られ た手 紙 の 中 で， 彼 と

共 に働 いた宣 教 師仲 間 のひ と りは， マ イ ク

には 「日の光 栄 の宣教 師」 とい う名 が ぴっ

た りで ある と述べ ，神 の僕 として最 高 の敬

意 を表 わ してい た。 これ はマ イ クに実 にふ

さわ しい名前 で あ る。

トルマ ン長 老 は、1976年6月 に， 合衆 国 の

バ ー ジニ ア ・ロア ノー ク伝 道部 で 宣教 師 と

日の光栄の宣教師
ジ ョ ン ・ジ ヤ ー ビ ス
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して働 くこ とに な った。 ジ ョセ ブ ・マ クフ

ィー伝 道部 長 夫妻 は， トルマ ン長 老が 伝 道

部 入 りした最：初 の 日か ら，彼 が主 と特 別 な

つ なが りを持 った 人物 であ る こ とを感 じ取

った のだ っ た。ふ た りは， トルマ ン長老 が

「私 た ちや 同僚 の宣教 師 すべ て を鼓 舞す る

よ うな愛 と謙遜 さ，敬 慶 さ」 を放 って いた

と語 って い る。

マ クフ ィー 伝道 部長 の 後任 の フ ラ ン ク ・

モ スコ ン伝 道 部長 は， トルマ ン長 老 を安 心.

して任せ られ る宣 教 師 と見 て いた。 彼 はマ

イ ク ・トルマ ンが ，義 しい こ と を進 ん で行

な う人 物 で あ るこ とを知 っ て いたの で あ る。

1977年8月 に ， モ ス コン伝道 部長 は トルマ

ン長老 をゾー ン リー ダー に 召 し， それか ら

数 カ月後 に伝 道部 長補 佐 と して 召 した。 彼

の働 きは それ ほ ど素晴 ら しい もの だっ た。ー

ところが， 補 佐 としての責 任 に移 らな い う

ちに， マ イ ケル ・トルマ ン長 老 の内部 を厳
.しい試 練 が襲

っ たの で ある。

1978年1月30日 に モ ス コン部長 は， トル

マ ン長 老 が働 い て いる地 域か ら， 緊急 事 態

を告 げ る電 話 を受 け取 った。 トルマ ン長 老

が 胸 と 胃の激痛 で倒 れ た とい うので あ る。.

片方の 肺 全体 に水 が た まっ た とい うこ とだ

った。抜 き取 っ た水 は2リ ッ トルに も達 した。

ト.ルマ ン長 老 は精 密検 査 の ため に ロア ノー

クに送 られ た。伝 道部 長 は， 彼が2カ 月以

上 も前 か ら体 に痛 み を訴 えて いた こ とを知

った。 そ して， これ まで3回 ほ ど医 師 に見

せ たが ， その 都度 診断 の 結果 が違 って いた。

それ っ き り， 彼 は診察 に行 か なか った。 そ

の 医師 とい うのが ，宣 教 師 を無料 で 見て く

れ る 人で あ ったの で， トルマ ン長 老 は医 師

に 負担 をか け て い るの で は ないか と思 った

か らで あ る。 「この病 気が 治 るか，行 きつ く

とこ ろ まで行 くか， ど ち らか に な るよ うな

気 がす る」 と， 後 に彼 は両親 に話 してい る。

ロア ノー クで の検査 の結果 は シ ョッキン

グ な もの で あ った。癌 だっ たの であ る。知

らせ を聞 い て， トルマ ン長老 の両 親 と，サ

モ ン ・ア イ ダ ホス テー キ部サ モ ン第ニ ワー

ド部 の ジェー ム ズ ・レ ックス ・トルマ ン兄

弟 姉妹 が 駆け つ け て きた。手 術が 行 なわれ，

癌 に 冒 され た部分 が肺 か ら大 き くえ ぐり取

られ た。 ほか に2カ 所が 取 り徐か れ た。手

術 後 の経過 は よか った。 伝道 に燃 え る熱意

が 手術 の 回復 を早 め たの で あ ろ う。 ワー ド

部 の 人 たちか らは トルマ ン家 族 に絶 えず励

ま しが 送 られ て きた し， バー ジニ ア をは じ

め， 合 衆 国 各地か らカー ドや 手紙 が寄せ ら

れ た。 しか し トルマ ン長 老が 気が か りだ っ

たのはただひ とっ ，「家 に帰 らなけ れば な ら

ないの だ ろ うか」 とい うこ とで あった 。

医師 か ら，放 射 線 治療 の ために ソル トレ

ー ク ・シテ ィー に移 っ た らど うか と言 われ

た時， トルマン長 老 は首 を振 った。 「私 をバ

ー ジニ ア の この地 に お いて下 さい
。治療 を

受けなが らも伝 道 を続 け たいの で す。」 そ こ

で モ ス コン部 長 は， 彼が 伝道 活動 に戻 れ る

見 込み が あ るか どうか 内密 に 尋ね てみ た。

しか し医 師団 の態 度 は 固か った。望 み は全

くなか ったの で あ る。 そ れほ どに， トルマ

ン長老 の病 気 は命 を脅 か して い たの であ る。

トルマ ン長 老が 家族 に 連れ られ て ロア ノ

ー ク伝 道本 部 を去 る時
， 父親 の トルマ ン兄

弟 はモ スコ ン部長 に こ う言 い残 した。

「もしマ イ クが 戻 らない時 には
，彼 の 自

転車 を どな たか必 要 な長 老に差 し上 げ て下

さい。」そ の父 親 の言葉 を息子 は静 かに，し

か しはっ きりとした 口調 で訂正 した。「お父

さん， なぜ そ ん な言 い方 をす るの です か。

私 は戻 って きて， そ の 自転 車 で何 をす るの

か 考 え よ う と思 って い るので すか ら。」
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こ っ して トルマ ン長老 は， バ ー ジニ ア ・

ロア ノー.ク伝 道 部 を後 に した。 しか し， ソ

ル トレー ク ・シテ ィー に向 か う飛行 機 に乗

った トルマ ン長 老の スー ツ ケー スの 中 には，

伝道部 のす べ ての 宣教 師 の名 前 と住所 ， そ

れに伝 道本 部用 の 便せ ん の束 が 入っ て いた。

こっ して トルマ ン長老 は， モ ス コ ン部 長 の

補 佐 として，病 院 のベ ッ ドか ら定 期的 に，

それか ら3カ 月間 手紙 を送 った。 この 間 彼

は伝 道部 の柱 とも言 え る存 在 で あっ た。宣

教師 た ちは彼 に励 まされ， チ ャ.レン ジに立

ち向 かお うとし，う気持 ちを起 こ して いた 。

モ スコ ン部 長 は， 宣教 師大 会 で宣 教師 た ち

が， トルマ ン長 老 か ら手紙 を もらっ た こ と

が伝道 の大 きな力 となっ た と証 す るの を聞

くた びに， 胸の 熱 くな るの を覚 えるの だ っ

た。 多 くの 人が ， トル マ ン長老 を模 範 と し

ていた。あ る長 老は こ う言 って い る。 「足 を

けが した り， 何 か落 胆 す る こ とが あ った り

して も，伝 道の 業が 低滞 す る こ とはあ りま

せ ん。 それ は， 『トルマン長 老 に で きるので

あれば 私に もで きるは ず ノ』 と思 うよ うに

して いるか らです。」 トルマ ン長 老 のおか げ

で伝道 部は ひ とつ とな り， 大 きな 発展 を遂

げた。 バプ テ スマ の数 は1カ 月128人 に も

なった。 しか し， これ らはすべ て， 「日の光

栄 の宣教 師」 がバ ー ジ ニア ・ロア ノ.一ク伝

道 部の 人々 に対 して捧 げた最 後 の大 い な る

働 きの， ほ んの始 ま りにす ぎなか ったの で

ある。

トルマ ン長 老が 悔 い を残 しな が らバー ジ

ニ アの任地 を引 き上 げ， 家 に帰 ってか ら3

カ月後 の1978年4月27日 ， 外 出か ら戻 った

モス コン部長 は，伝言 板 に 目をとめ た。「ト

ルマ ン長老2時 間 後 に空港 に 到着 予定 。 出

迎 えお願 い します。」 トルマ ン長老 は約 束通

り戻 っ てきた の であ る。 間 もな くして， ソ
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ル トレー ク ・シテ ィー の教 会伝 道委 貝会 か

ら，詳 しい説 明 の電話 が 入 つた 。 トルマ ン

長 老 は癌 の治療 を4週 間休 んで様 子 を見 る

こ とに なっ てい た。 その 彼が 直接 伝 道委 員

会 に行 って， 宣教 師 として任地 に戻れ るよ

う嘆 願 したのだ とい う。「伝 道部 長 ，私 共 に

は 彼の 申 し出で を拒 む こ とが で き ませ ん で

した」 そ れが委 員会の 説 明だ った 。

トル マ ン長老 はロ ア ノー クに到 着す るや ，

満 面に 笑み を浮か べ てモ ス コン部 長に あ い

さつ した。

「私 は どこにまい りましょう?伝 道部 長
。」

これが， 彼 の何 よ りも知 りた い こ とだ っ た。

「全 部 に行 っ て くれ
。」部長 の 答えが返 って

きた。 こ う して トルマ ン長 老 は伝 道部 内 を

巡 り， 宣教 師 た ち と伝 道活動 に励 む一 方，
`
宣教 師 大会， ステー キ部 や ワー ド部 の 集会，

フ ァ イアサ イ ドで の話 をして まわ った の で

ある。 トルマ ン長 老 の 後任 として 伝 道部長 補

佐 にな ったユ タ州 バ ウ ンテ フル 出 身の ジ ョ

セ ブ ・.ドレイパ ー長 老 は， トル マ ン長老 と

共 に旅 を し， 彼 の語 る力強 い証 に深 く心 を .

動 か された とい う。「彼 は私 だけ で な く， 彼

の話 と証 に耳 を傾 け るすべ ての 人 に とって，
かたまり

霊 感 の塊 の よ うな 人で した 。彼 は試 練 を通

して実 に驚 くほ どの 強 さ を体 得 してい ま し

た。」また，カ リフ ォルニ ア の ビエ ホ伝道 部

か ら来 たヴ ァル ・チ ャデ ィ ック ・バ グレー

長 老 は， この 時期 に トルマ ン長老 と共 に働

いた ひ と りであ るが， 日記 に こ う書 い てい

る。

「私 た ちは チ ラ シ配 りを した
。 もち ろん

彼 も。 彼 は これが とて も好 きだ。 …… それ

に， 機 会 とい うもの を大切 に してい る。 彼

と一 緒 にチ ラシ配 りをす るの は楽 しい。 彼

に 腹 を立 て る人は だれ もいな いだ ろ う。」

カ リフ ォル ニア のエ ルセ ン トロの ゴー ド



ン ・ジ ョンソ ン長老 は， バ プ テ スマ につ い

て話 して い る。「私 た ち は トルァ ン長 老 が

来 る前か ら5カ 月に わ たっ てパー トメ ンバ

ー の家族 を教 えて い ま した。家 族 の中 で教

会 買の 人 たちが教 会 に 行 って いる 間に， 長

老 は残 りの 家族 に福 音 を教 え て くれた の で

す。」また，別 の 若 い4人 家族 の人 た ち も彼

の おか げでバ プテ スマ を受 け た。 ジ ョン ソ

ン長 老 は， マ イ ク ・トルマ ンにつ いて こ う

述べ て い る。「自分 の持 て る もの はすべ て捧
.げ

る とい うほ ど深.く主 と人々 を愛 した人 で

す 。 入に仕 え るた めに は， 何 で も喜 ん で犠

牲 に し ました。」

トル マ ン長老 が訪 問 し， 共 に伝 道活動 を

した ため に， モ ス コン部長 の も とに は，長

老 の模 範 に感謝 す る とい う手紙 が ひ っ き り

な しに 届 いた 。バ ー ジニ アの ノー フ ォー ク

の あ る婦 人は， トルマ ン長老 の う.わさ.を耳

に し， そ の よ うな若者 が 命 を投 げ出 して ま

で も神 に つ いて 人々 に教 え よ う として いる

とすれ ば， それ は聴 くに値す る もの だ と思

った とい う。 やが て この婦 人は バ プテ スマ

を受 け るこ とに な った。

この最 後 のふ んば りの数週 間 は， トルマ

ン長 老 に とって決 して楽 な もの で はなか っ

た。 先 の治療 に よる痛 み と， まだ残 っ てい

る癌 か ら くる痛 みに 始 終苦 しめ られて いた

の であ る』伝 道 部 内 を車 で一 緒 に訪 問 して

い たモ ス コ ン部 長 は， トル マ ン長老 が 激 し

い痛 み を人に知 れ ない よ う必死 に こらえて

い るの に気づ いた 。モ ス コ ン部 長 は， す ぐ.

に運 転 席の 長老 に合 図 し， 昼 食に しよ うと

言 って トル マ ン長 老 を しば ら く休 ませ た。

後 にバ グレー長 老 は語っている。「そん なに

ひ どか っ たな ん て信 じられ ませ ん 。私 た ち

と一 緒 に い る時で も， 彼 は苦 しそ うな顔 ひ

どつ しませ ん で した。」マ イ ク・トルマ ンの

た だひ とつ の願 い は，2年 とい う伝 道期 間

を， 主 のため に 最 後 まで立 派 に働 き通す と

い うこ とで あ った。 痛 み のた めに その働 き

をや め よ う とは思 わ なか った し， 実際 そ う

しなか った 。

あ と4週 間 とい う定 め られ た伝道 期間 も

終 わ りに近づ くと， トルマ ン長 老 は何や ら

理由 をつ け て2週 間延 期 した。 そ の2週 間

もまた 終 わろ うとす る頃， トルマ ン長老 は

落 ち着 き， しか も希 望 に あふ れた心 持 ち で

モ ス コ ン部 長 の と こ ろへ 行 った。 「伝 道部

長， 私 の伝 道期 間 を延 ば して い ただけ ませ

ん か。」 彼 は そ う頼ん だ。 「私 は3カ 月 も入

院 して しまい ました。 私 は2年 間 働 くこ と

を主 と約 束 したの に， 実 際 は1年9カ 月 し

か働 いて い ませ ん 。 もう3カ 月伝 道 した い

の です が。」モスコン部長 は彼 と じっ く り話

を し， や っ との こ とで， 彼の 働 きは主 に受

け 入 れ られ るに十 分 な もの であ っ たこ と を

納 得 させ たの だ っ た。

1978年6月12日 ， こ の 日は モス コン部 長

夫 妻 に と って， またバー ジニア ・ロア ノー

ク伝 道部 のす べ て の 人に とっ てつ らい 日で

あ った。 トルマ ン長 老 が七十 人第一 定 員会

の ロバー ト ・D・ ヘ イル ズ長 老 に伴 われ て

帰 途 に就 いた ので あ る。 トルマ ン長 老 は，

命 に代 え て も続 け たい と願 っ た2年 間 の伝

道活 動 に， つ いに 別れ を告 げ た。

それか ら1年 もたた な い うちに， マ イ ク・

トルマ ンの残 され た生 涯 はそ の幕 を閉 じた。.

ア イ ダホ のサ モ ンに あ る墓 石 の裏 には， 彼

の生 前 をしの ばせ る短 い 言葉 が刻 まれ て い

る。 た とえ墓 石に 彼 のす.べて を刻 む こ とが

で きな くて も， 彼 を知 る人々 の心 の 中に，

生活 の 中 に， 彼は 生 き続 け る こ とだ ろ う。

彼 らに とって ，マ イケル ・C・ トルマ ン長

老 は ま さに 「日の 光栄 の 宣教 師」 で あ った。
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口嶋 カ ル･ニ ュ 』 ス

一 大 管 長 会 メ ッセ ー ジ か ら一

新たに9つ の神殿が

198耳年4月1日,大 管長 会 は特 別 な メ ッセ ー ジ を発表 した。 これ に よ

る と･新 たに9つ の神 殿 が建 設 され る予定 であ る。場 所 は,イ リノ イ州

シカ ゴ,テ キサ ス州 ダ ラス,グ ァテマ ラの グァテマ ラ･シ テ ィー,ペ ル

｢の リマ,西 ドイツの フラ ン クフル ト,ス ウ ェー デ ンの ス トッ クホル ム,

韓 国の ソウル,フ ィ リピンの マ ニ ラ,南 ア フ リカの ヨハ ネ スバ ー グ と,

5大 陸 にわ た って い る。

発表 に よれ ば,こ れ らの神 殿 の敷地 のい くつ かは す でに 見つ か って お

り,計 画が 整?て 許可 が下 り次 第着工 の 予定 で あ る。

なお,こ れ らの 新 しい神 殿 が 完成 すれ ば,世 界 中の神 殿 の数 は全 部 で

37に な る。 この うち21の 神 殿 は,キ ンボー ル大 管長 の管 理 下 にあ る この

7年 間に建 設 を確 定 され た もの であ る。

/Q/Q/Q/Q/Q過 過 過 イQ総/Q

ト｢ピックス
/@/◎/《 ⊇/Q/Q/Q/Q/鱒/(聾/Q

●テ ンプ ル スクウ ェア の 隣 に,新 し

く系 図 図書館 と教 会博 物 館 が建 設

され る。 系図 図書 館 は教 会 本部 に

あ る現在 の 図書館 に 代 わ る もので

あ り,博 物館 は教 会150年 の 歴史

と歩 み を物語 る もの とな る。

●1966年 頃 か らモル モ ン経 の表 紙 の

裏 に 自分.の家族 の写真,ま たは証

を書 い て 人々 に贈 る とい うプ ロ グ

ラム が推 し進 め られて きたが,こ

の14年 間 に その 部数 が100万 冊 を

上 回 った。
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50年 間,ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー の 同 僚 と し て

チ ャーチニ ューズ記者

ハ ル･ナ イ ト

春 夏秋 冬,1度 も休 まず に ホーム テ ィー

チ ン グを続 け た兄弟 た ちが い る。 アー ネ ス

ト･L･ス ナ イ ダー 兄弟(72歳)と エ ドウ

ィン･S･ブ ラウ ン兄弟(71歳)。 この ふ た

りは,何 と50年 間 同僚 を組 ん でい る。

幼 なな じみのふ た りは高 校 も一 緒 で,1930

年 に初め てホー ム テ ィー チ ン グの 同僚 とな

った。 当時 は ワ｢ド 部の 範 囲が 広 か った た

め,車 を持 って い る彼 らに いつ も遠 距 離の

割 り当 てが 回 って きた とい う。 半世 紀 の間

に担 当家 族 も移 り変 わ っ たが,い まだ に20

年間 変 わ らず に訪問 して いる家 族 もある。

｢奇 跡 とい うのは あ りませ ん で したが
,た

くさんの 入た ちが教 会 に戻 っ て くるの を 目

に しま した よ｣と ふ た りは 語 る。

現 在 ふ た りは,主 に老 夫 婦や 未亡 人 を受

け持 って い る。 しか し時折 ほか の 人 たち で

は手 に 負 えな い家族 が い る と,彼 らが 面倒

をみ るこ とに な る。 ふ た りの ホー ムテ ィー

チ ン グは,ま さに空 港へ の 出迎 えか ら未亡

人宅 の侵 入者捜 しに まで及ぶ 。｢私 たちは ど

こへ 行 っ て も歓 迎 され ます｣と スナ イダー

兄 弟は述 べ て い る。

訪 問 は長 け れば よ い とい う もの で はな い。

ふ た りのモ ッ トー は,｢簡 潔 は歓 迎 につ なが

る｣だ そ うで あ る。

ブ ラウ ン兄弟(左)と スナイ ダー兄弟

50年 の間 にふ た り とも監 督 に召 され た が,

監督 の権 能 に よ って互 い をホー ム テ ィー チ

ングの 同僚 に選 ん だ とい う話 も残 っ てい る。

退職.した現在 もふ た りの間柄 は 変 わ らな

いが,ひ とつ だけ意 見の違 うこ とが あ る。

それ は,｢い まだに どちらが 先輩 で どち らが

後 輩 か決 め かね る｣こ とだそ うであ る。

》一》一》一》一》一ト 『》一》一》一｢卜｢卜》一｢》一『卜 『卜 》一ト｢ト｢湯 一》一》一｢レー》一》一『》一》一》一｢ト》一》一》一》一》一｢}一ト}一 ト 》一》一》一｢卜
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｢流 氷 まつ り｣に キ リス ト像

一釧路地方部網走支部一

去 る2月7日 よ り11日 まで5日 間 にわ た

って催 された網 走 市恒 例 の｢流 氷 まつ り｣

に網 走支部 よ りイエ ス･キ リス トの氷 像 が

出品 され た。 大勢 の兄 弟 た ちの手 に よ り,

2週 間か けてつ くられた傑 作 だ。 彼 らは連

日,冷 え込 み の きび しい夜6時 か ら9時 ま

での3時 間,そ の 製作 に一 生 けん 命取 り組

んだ 。

氷像 作 業 を終 えて くる と体 はす っか り冷

え切 っ てい るが,い つ

も扶助協 会の姉 妹 た ち

に よる手づ くりの 温か

い 食事 が待 ち受 け て い

た。 これ は何 よ りもう

れ しい回復 剤 だ った。

こ うして 支部 の 人た ち

の協 力に よって立 派 な

氷像 が 出来上 が り,主

催 者側 よ り,参 加 賞 として実 行委 員長 賞(賞

状 と トロフ ィー)を い ただ くこ とが で き た。

網 走支部 では,来 年 の｢流 氷 まつ り｣に

もぜ ひ参加 じた い と張 り切 って い る。 そ し.

て今 か ら また何 を 出品 しよ うか と,楽 しい

意 見が 飛 び交 って い

る とか 。北 国 な らで

は の話 題 であ る。

▲製作途 中のキ リス ト像

く賞状 と トロフィーを手に

･
●

■

好記録続出のマラソン大会
一福 岡 ステ ーキ部 一

第2回 全 日本モ ル モ ンマ ラ ソン大 会が1

3月20日,21日 の両 日,福 岡 ス テー キ部主

催 で,昨 年 同様 に 福 岡市志 賀 島に お いて,

開 催 され た。

管理 者 は吉 沢敏郎 ステー キ部 長,来 賓 と

して,中 村 武 史 日本伝 道80周 年 祭 委 員長,

ソル トレ㌣ ク･シ テ ィー か らハ トリッ ク･

マ ビ ン国際広 報 部長,そ して ロイ･.1･津

谷福 岡伝 道部 長 御夫 妻 を迎 えた。

大 会 は東 京 ステ ー キ部 の鈴 木茂 次 兄弟 の

力 強 い宣誓 で 開始 さ れた 。 当 日.は
､あいに く

の 小雨模 様 で あ ったが,新 記 録続 出 とい う
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